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•平成30年度
　健やか親子21全国大会
　（母子保健家族計画全国大会）
　　被表彰者 他

２
面

•月経が女性のハンデに
　　ならない時代とは

３
面

• 海外情報クリップ 他 ４
面

•「U18」刊行にあたって ５
面

•デリケートゾーンの乾燥と不快感 ６
面

•思春期保健相談士Ⓡネットワーク
　　LINEグループでつながる同志の絆

７
面

•  産婦人科医による
　性の健康教育44
•ピル承認秘話（第８話）

８
面

新しく刊行される思
春期男子向け「Ｕ
18」。本会電話相談
員が男子の悩みを読
み解く（５面）

脱毛や過剰ケアから
くるデリケートゾー
ンの乾燥や不快感に
ついて解説（６面）

▼
先
日
、
舞
浜
の
シ
ェ
ラ
ト

ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー
キ
ョ

ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
を
訪
ね
る

機
会
が
あ
っ
た
。
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
提
携
ホ
テ
ル

と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ビ
ー
は

土
産
袋
を
抱
え
た
人
で
あ
ふ

れ
て
い
た
▼
こ
こ
は
ち
ょ
う

ど
10
年
前
に
北
村
本
会
理
事

長
が
会
長
を
務
め
た
第
49
回

日
本
母
性
衛
生
学
会
・
学
術

集
会
の
会
場
で
も
あ
る
。
２

０
０
８
年
11
月
６
、
７
日
。

２
日
間
で
過
去
最
高
の
約
３

千
名
が
集
ま
っ
た
▼
準
備
の

た
め
周
囲
と
は
明
ら
か
に
場

違
い
な
ス
ー
ツ
姿
で
通
っ
た

こ
と
、
ロ
ビ
ー
に
は
所
狭
し

と
企
業
展
示
が
並
び
、
人
が

あ
ふ
れ
る
様
子
が
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て

き
た
▼
会
長
と
ス
タ
ッ
フ
１

名
だ
け
の
事
務
局
体
制
な
ど

〝
勢
い
〞
だ
け
だ
。
そ
れ
で

も
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、

学
会
の
肝
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
築
す
る
心
強
い
学
識

者
や
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
仲

間
の
存
在
、
協
賛
企
業
の
協

力
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
は
、
本
会
の
歴
史
と

北
村
理
事
長
の
長
年
の
関
わ

り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
▼
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

は
い
え
、
事
務
局
は
い
ろ
い

ろ
な
方
に
手
を
差
し
伸
べ
て

い
た
だ
い
た
。
ど
な
た
か
忘

れ
た
が
、
次
の
よ
う
な
識
者

の
言
葉
が
あ
る
。
「
真
の
自

立
と
は
依
存
先
を
増
や
せ
る

こ
と
」
。
大
袈
裟
だ
が
、
そ

ん
な
状
況
だ
っ
た
▼
助
け
を

求
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

そ
も
そ
も
誰
か
の
力
を
借
り

ず
に
で
き
る
こ
と
な
ど
な

い
。
次
は
自
分
が
誰
か
の
力

に
な
れ
れ
ば
い
い
▼
懐
か
し

い
場
所
に
立
ち
、
今
こ
う
し

て
私
が
元
気
で
い
ら
れ
る
源

を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。 

（
杉
村
由
香
理
）

空

天
馬

　
平
成
30
年
度
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
が
、

「
母
か
ら
子
へ
〜
常
若
（
と

こ
わ
か
）
に
輝
く
社
会
を
め

ざ
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

三
重
県
津
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
、
母
子
保
健
・
家
族

計
画
や
国
民
運
動
計
画
「
健

や
か
親
子
21
」
の
推
進
に
指

導
的
な
立
場
で
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
方
々
が
全
国
各
地
か

ら
一
堂
に
参
集
さ
れ
、
盛
大

に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
に
、
主
催
団
体
の
一

は
、
少
子
高
齢
社
会
の
在
り

方
を
真
剣
に
議
論
す
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
若

者
た
ち
を
含
む
日
本
人
の
セ

ッ
ク
ス
に
対
す
る
消
極
性

も
、
少
子
化
の
一
要
因
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
も
、
今
日
の
母
子
保
健
上

の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
児
童

虐
待
の
防
止
は
、
そ
の
主
要

因
で
あ
る
、
「
予
期
し
な
い

妊
娠
／
計
画
し
て
い
な
い
妊

娠
」
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

「Every Child a W
anted 

Child

」
（
生
ま
れ
て
く
る

子
は
皆
、
待
ち
望
ん
で
生
ま

れ
て
く
る
子
で
あ
っ
て
ほ
し

い
）
と
い
う
本
会
創
立
以
来

変
わ
ら
な
い
運
動
理
念
が
、

時
代
を
超
え
て
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
日
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
問
題
に
対
し
て

も
、
目
を
背
け
る
わ
け
に
は

参
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
本
大

会
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
子
宮
頸
が
ん
の
一
次
予

防
と
し
て
有
用
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨

を
可
及
的
速
や
か
に
再
開
す

る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
期
間
が
先
延
ば
し

さ
れ
る
こ
と
は
、
子
宮
頸
が

ん
に
罹
患
し
、
手
術
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
女
性
た
ち
が
、

産
み
た
く
て
も
産
め
な
い
事

態
を
招
く
危
険
性
が
高
ま
る

こ
と
を
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。

　
梅
毒
の
増
加
、
中
で
も
若

い
女
性
で
の
急
増
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
世
界
の
標
準
治
療
が

わ
が
国
に
な
い
こ
と
が
、
拡

大
を
止
め
ら
れ
な
い
要
因
の

一
つ
に
な
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
長
期
間
に
わ
た

る
経
口
投
与
法
で
は
な
く
、
　

１
回
の
筋
肉
注
射
で
治
癒
可

人
と
し
て
心
か
ら
歓
迎
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
大

会
開
催
の
た
め
に
周
到
な
ご

準
備
を
賜
り
ま
し
た
三
重

県
、
津
市
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
各
位
に
対
し
、
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
、
本
大

会
に
お
い
て
栄
え
あ
る
表
彰

を
お
受
け
に
な
ら
れ
る
皆
様

は
、
長
年
に
わ
た
り
母
子
保

健
・
家
族
計
画
の
分
野
に
お

い
て
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
っ
た
方
々
で
あ
り
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
29
年
（
１
９
５
４

年
）
４
月
に
創
立
さ
れ
た
日

本
家
族
計
画
協
会
は
、
今
年

で
65
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。

鏡
」
と
も
言
え
る
機
関
紙
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
閲
覧
し

ま
す
と
、
創
立
当
初
、
人
工

妊
娠
中
絶
届
出
件
数
が
１
１

７
万
件
を
数
え
て
い
た
わ
が

国
に
あ
っ
て
、
「
家
族
計

画
」
の
言
葉
通
り
、
「
予
期

し
な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い

な
い
妊
娠
」
を
い
か
に
回
避

す
る
か
を
真
剣
に
論
じ
る
紙

面
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

　
や
が
て
、
日
本
の
経
済
が

急
速
に
発
展
し
ま
す
と
、
一

部
の
政
治
家
や
財
界
人
か
ら

「
家
族
計
画
無
用
論
」
の
声

が
挙
が
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
本
会
が
運
動
目
標
と
し

て
い
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
と
い

う
概
念
は
、
平
成
６
年
（
１

９
９
４
年
）
エ
ジ
プ
ト
・
カ

イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
連
主
催

の
人
口
開
発
会
議
を
契
機
に

世
界
中
に
拡
大
し
て
い
く
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
思
春
期
保
健
の

重
要
性
が
叫
ば
れ
、
近
年
で

　
私
ど
も
が
誇
り
に
し
て
お

り
ま
す
の
が
、
公
益
性
を
有

す
る
民
間
運
動
団
体
と
し
て

の
主
張
を
、
機
関
紙
を
通
じ

て
発
信
し
続
け
て
い
る
こ
と

で
す
。
創
立
当
初
は
題
号
を

「
家
族
計
画
」
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
昭
和
57
年
（
１

９
８
２
年
）
４
月
に
「
家
族

と
健
康
」
と
改
題
し
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
発
刊
以

来
、
一
号
の
欠
号
も
な
く
、

11
月
に
は
第
７
７
６
号
を
数

え
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
「
時
代
を
映
す

能
な
治
療
法
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
避
妊
で
き
な
か
っ

た
、
避
妊
に
失
敗
し
た
際
、

72
時
間
以
内
に
対
処
す
る
緊

急
避
妊
薬
に
つ
い
て
、
市
井

の
薬
局
で
入
手
で
き
る
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
前
向
き
な

議
論
を
求
め
ま
す
。
服
薬
時

期
が
早
い
ほ
ど
避
妊
効
果
が

高
い
こ
と
を
考
慮
し
ま
す

と
、
欧
米
諸
国
で
は
一
般
化

し
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
を
実
現
す
る
こ
と
が
是
非

と
も
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
、
今
日
話
題

に
な
っ
て
い
る
女
性
活
躍
を

推
進
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　
本
会
は
、
今
後
と
も
そ
の

た
め
の
啓
発
と
普
及
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

北村邦夫  本会会長

リ
プ
ロ
ヘ
ル
ス
の
向
上
を
脅
か
す

諸
問
題
の
解
決
を

機
関
紙「
家
族
と
健
康
」は

時
代
を
映
す
鏡

11月７㈬～９㈮　三重県総合文化センター（津市）で開催

平成30年度 健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）

全
国
大
会
に
よ
せ
て

北
村
　
邦
夫

一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会 

会
長

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
http://sukoyaka21.jp/zenkokutaikai
http://sukoyaka21.jp/zenkokutaikai
https://www.amazon.co.jp/%E4%BF%9D%E5%81%A5%E6%8C%87%E5%B0%8E%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%88B6%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%82%BA%EF%BC%89-%E8%B3%87%E6%96%99%E7%B7%A8%E7%9B%A3%E4%BF%AE%EF%BC%9A%E4%B8%80%E8%88%AC%E7%A4%BE%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%AE%B6%E6%97%8F%E8%A8%88%E7%94%BB%E5%8D%94%E4%BC%9A-%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A/dp/4930807077
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平
成
30
年
度
母
子
保
健
・
家
族
計
画
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
来
る
11
月
８
日
、
三

重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
30
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
」
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
会
会
長
表
彰
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、
母
子
愛
育
会
会
長
表
彰
、
母
子
保
健
推

進
会
議
会
長
表
彰
の
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

【
個
　
　
人
】

青
森
県
　
　
北
村
　
隆

岩
手
県
　
　
乙
部
　
陵
子

秋
田
県
　
　
佐
藤
　
由
紀

山
形
県
　
　
吉
田
　
直
子

栃
木
県
　
　
斎
藤
　
圭
子

群
馬
県
　
　
阿
部
　
惇
子

埼
玉
県
　
　
髙
松
　
京
子

千
葉
県
　
　
𠮷
見
　
知
子

神
奈
川
県
　
石
井
　
美
里

富
山
県
　
　
福
岡
　
弘
美

石
川
県
　
　
池
田
　
睦
美

福
井
県
　
　
田
中
　
洋
子

山
梨
県
　
　
小
島
　
由
美

長
野
県
　
　
鹿
野
　
恵
美

岐
阜
県
　
　
服
部
　
美
幸

愛
知
県
　
　
平
野
　
陽
子

滋
賀
県
　
　
渡
邉
　
美
也
子

京
都
府
　
　
大
坪
　
一
夫

和
歌
山
県
　
中
谷
　
秀
美

【
個
　
　
人
】

青
森
県
　
　
井
戸
川
　
敏
彦

岩
手
県
　
　
八
重
樫
　
重
子

宮
城
県
　
　
佐
々
木
　
秀
美

栃
木
県
　
　
伊
東
　
利
枝

群
馬
県
　
　
宇
津
木
　
利
雄

群
馬
県
　
　
田
口
　
勉

群
馬
県
　
　
安
田
　
睦

埼
玉
県
　
　
花
家
　
孝
之

埼
玉
県
　
　
伊
平
　
ミ
ハ
ル

埼
玉
県
　
　
箕
輪
　
久
子

埼
玉
県
　
　
瀬
山
　
澄
江

埼
玉
県
　
　
樋
口
　
和
夫

埼
玉
県
　
　
瀧
田
　
洋
子

千
葉
県
　
　
山
根
　
容
子

千
葉
県
　
　
小
森
　
功
夫

千
葉
県
　
　
吉
岡
　
由
紀
子

千
葉
県
　
　
池
田
　
聡
子

神
奈
川
県
　
岡
井
　
良
至

神
奈
川
県
　
恵
比
須
　
享

神
奈
川
県
　
山
本
　
年
映

富
山
県
　
　
中
野
　
隆

石
川
県
　
　
肥
田
　
千
春

福
井
県
　
　
大
霜
　
範
子

長
野
県
　
　
壬
生
　
正
子

岐
阜
県
　
　
山
田
　
新
尚

岐
阜
県
　
　
水
口
　
宏
平

静
岡
県
　
　
齊
藤
　
典
子

静
岡
県
　
　
内
田
　
英
津
子

静
岡
県
　
　
大
場
　
洋
子

愛
知
県
　
　
杉
山
　
正
子

愛
知
県
　
　
牧
　
紀
衛

愛
知
県
　
　
石
原
　
弘
子

三
重
県
　
　
加
藤
　
孝

京
都
府
　
　
辻
　
幸
子

京
都
府
　
　
川
原
　
初
恵

大
阪
府
　
　
柏
葉
　
三
千
子

大
阪
府
　
　
八
幡
　
佳
子

兵
庫
県
　
　
児
嶋
　
茂
男

兵
庫
県
　
　
大
内
　
久
子

和
歌
山
県
　
粉
川
　
信
義

和
歌
山
県
　
南
　
ふ
み

鳥
取
県
　
　
山
中
　
八
寿
子

島
根
県
　
　
吉
川
　
和
恵

岡
山
県
　
　
大
井
　
伸
子

広
島
県
　
　
有
廣
　
英
明

山
口
県
　
　
長
川
　
幸
子

山
口
県
　
　
三
戸
　
純
子

山
口
県
　
　
白
石
　
か
ず
子

徳
島
県
　
　
中
津
　
忠
則

香
川
県
　
　
今
出
　
洋
子

愛
媛
県
　
　
惟
任
　
美
恵

高
知
県
　
　
澤
田
　
敬

福
岡
県
　
　
田
中
　
地
平

福
岡
県
　
　
大
久
保
　
信
之

福
岡
県
　
　
日
高
　
輝
幸

福
岡
県
　
　
平
井
　
ひ
ろ
み

佐
賀
県
　
　
江
頭
　
佐
代
子

鹿
児
島
県
　
釜
付
　
眞
一

鹿
児
島
県
　
溝
辺
　
昭
代

沖
縄
県
　
　
真
栄
田
　
篤
彦

沖
縄
県
　
　
伊
礼
　
勝
子

沖
縄
県
　
　
知
念
　
ツ
ル
子

中
央
推
薦
　
山
野
井
　
尚
美

中
央
推
薦
　
石
田
　
登
喜
子

中
央
推
薦
　
末
包
　
博
昭

中
央
推
薦
　
高
田
　
昌
代

中
央
推
薦
　
松
浦
　
賢
長

中
央
推
薦
　
田
中
　
政
信

中
央
推
薦
　
髙
野
　
博
子

中
央
推
薦
　
前
田
　
ひ
と
み

中
央
推
薦
　
福
島
　
富
士
子

【
団
　
　
体
】

富
山
県
　
立
山
町
母
子
保
健

推
進
員
協
議
会

中
央
推
薦
　
上
尾
市
母
子
愛

育
会

 

（
71
人
２
団
体
）

＊
＊
＊

【
個
　
　
人
】

岩
手
県
　
　
菅
原
　
や
す
子

宮
城
県
　
　
佐
藤
　
睦
美

山
形
県
　
　
吉
田
　
栄
子

福
島
県
　
　
佐
藤
　
富
美
江

栃
木
県
　
　
森
　
暢
子

群
馬
県
　
　
唐
澤
　
伸
子

埼
玉
県
　
　
小
川
　
フ
ミ
子

鳥
取
県
　
　
平
田
　
す
が
子

島
根
県
　
　
寺
戸
　
朱
美

岡
山
県
　
　
岸
本
　
長
代

山
口
県
　
　
前
田
　
典
代

香
川
県
　
　
直
井
　
初
美

愛
媛
県
　
　
大
野
　
由
美

佐
賀
県
　
　
松
下
　
キ
ヨ
子

大
分
県
　
　
宮
野
　
康
子

鹿
児
島
県
　
岩
元
　
敬
子

沖
縄
県
　
　
神
谷
　
鏡
子

千
葉
市
　
　
中
臺
　
維
子

横
須
賀
市
　
濵
野
　
芳
江

兵
庫
県
　
　
森
　
道
子

兵
庫
県
　
　
沼
田
　
朋
子

兵
庫
県
　
　
折
原
　
敏
美

兵
庫
県
　
　
鳥
井
　
美
佳
子

和
歌
山
県
　
篠
原
　
邦
一

岡
山
県
　
　
長
畑
　
節
子

香
川
県
　
　
鈴
木
　
勝
榮

香
川
県
　
　
吉
田
　
惠

愛
媛
県
　
　
石
見
　
慈

福
岡
県
　
　
雪
竹
　
浩

佐
賀
県
　
　
富
永
　
礼
子

熊
本
県
　
　
白
濱
　
ゆ
り
こ

大
分
県
　
　
中
西
　
信
代

鹿
児
島
県
　
満
田
　
智
子

横
浜
市
　
　
武
安
　
宣
明

川
崎
市
　
　
堀
田
　
彰
恵

新
潟
市
　
　
森
川
　
和
子

名
古
屋
市
　
三
輪
　
明
美

大
阪
市
　
　
芳
山
　
範
子

久
留
米
市
　
原
武
　
範
子

福
岡
市
　
　
上
野
　
恭
子

【
個
　
　
人
】

岩
手
県
　
　
菊
池
　
由
紀

宮
城
県
　
　
大
滝
　
文
子

宮
城
県
　
　
安
原
　
喜
代
美

秋
田
県
　
　
石
橋
　
貢

秋
田
県
　
　
越
後
谷
　
綾
子

山
形
県
　
　
岡
田
　
昌
彦

茨
城
県
　
　
板
倉
　
は
る
み

栃
木
県
　
　
髙
橋
　
良
子

栃
木
県
　
　
大
塚
　
純
子

埼
玉
県
　
　
荒
畑
　
き
よ
み

埼
玉
県
　
　
磯
脇
　
京
子

新
潟
県
　
　
兒
玉
　
優
子

富
山
県
　
　
西
川
　
か
つ
子

石
川
県
　
　
﨑
川
　
万
樹
子

福
井
県
　
　
長
谷
部
壽
満
子

　
本
会
で
は
初
め
て
「
薬
剤

師
」
を
対
象
に
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は

緊
急
避
妊
薬
の
一
般
用
医
薬

品
化
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
）
に
つ
い

て
の
議
論
。
昨
年
９
月
11
日

か
ら
10
月
10
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
、
集
ま
っ
た
の
は
３
４
８

件
で
、
賛
成
は
３
２
０
件
、

反
対
は
28
件
で
し
た
。
90
％

以
上
の
方
が
賛
成
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
省

が
開
催
し
た
「
医
薬
用
か
ら

要
指
導
・
一
般
用
へ
の
転
用

に
関
す
る
評
価
検
討
会
議
」

で
は
、
「
現
状
で
は
薬
局
で

薬
剤
師
が
説
明
す
る
の
は
困

難
」
「
安
易
な
使
用
を
繰
り

返
す
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど

の
理
由
か
ら
「
時
期
尚
早
」

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
そ
う

で
す
。

　
緊
急
避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

る
本
会
と
し
て
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
る
べ
く
、
全
国
に
23

万
人
近
く
い
る
薬
剤
師
を
対

象
に
、
10
月
14
日
㈰
Ｔ
Ｋ
Ｐ

御
茶
ノ
水
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
、
10
月
21
日
㈰
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪

梅
田
に
お
い
て
「
薬
剤
師
の

た
め
の
避
妊
指
導
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
齊
藤
英
和
先
生

（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
周

産
期
・
母
性
診
療
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
）
に
生
殖
・

生
理
の
「
基
本
の
『
き
』」、

寺
内
公
一
先
生
（
東
京
医
科

歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
女
性
健
康
医
学
講

座
教
授
）
に
は
避
妊
法
の

「
基
本
の
『
き
』
」
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の

講
義
に
も
受
講
生
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聴
講

し
、
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
質

問
を
さ
れ
る
な
ど
、
薬
剤
師

の
方
々
の
「
学
び
」
に
対
す

る
意
欲
を
と
て
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
薬
剤
師
の
活
動
が
日
本

を
変
え
る
」
と
常
々
考
え
て

い
た
本
会
の
北
村
邦
夫
理
事

長
も
、
海
外
の
事
例
を
出
し

な
が
ら
緊
急
避
妊
薬
の
「
基

本
の
『
き
』
」
に
つ
い
て
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
大
い
に
会
場
を
沸

か
せ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
前
半
が
息
を
吸
う
時
間

な
ら
後
半
は
息
を
吐
く
時

北
九
州
市
　
坂
口
　
祐
助

鹿
児
島
市
　
田
中
　
み
ゆ
き

【
団
　
　
体
】

福
井
県
　
　
重
兼
　
和
美

岐
阜
県
　
　
小
林
　
誠
子

岐
阜
県
　
　
石
原
　
恒
明

三
重
県
　
　
奥
山
　
勢
津
子

三
重
県
　
　
井
澤
　 

淑
子

三
重
県
　
　
林
　
和
枝

三
重
県
　
　
松
宮
　
さ
と
り

滋
賀
県
　
　
堀
尾
　
満
代

京
都
府
　
　
池
田
　
裕
子

大
阪
府
　
　
笠
松
　
堅
實

兵
庫
県
　
　
苫
田
　
淳
子

和
歌
山
県
　
岩
﨑
　
伊
佐
子

和
歌
山
県
　
上
田
　
八
恵

和
歌
山
県
　
坂
口
　
淑
子

島
根
県
　
　
矢
田
　
昭
子

岡
山
県
　
　
小
津
野
　
照
代

山
口
県
　
　
松
田
　
純
子

山
口
県
　
　
磯
部
　
三
千
代

香
川
県
　
　
中
村
　
裕
子

愛
媛
県
　
　
合
田
　
か
す
み

愛
媛
県
　
　
松
浦
　
美
智
子

佐
賀
県
　
　
平
川
　
貞
子

佐
賀
県
　
　
太
田
　
由
紀
子

佐
賀
県
　
　
塚
本
　
智
香
子

佐
賀
県
　
　
荒
川
　
豊
美

大
分
県
　
　
矢
野
　
英
二

宮
崎
県
　
　
大
久
保
　
千
里

宮
崎
県
　
　
工
藤
　
十
三
夜

沖
縄
県
　
　
島
添
　
勝
子

沖
縄
県
　
　
中
曽
根
　
米
子

沖
縄
県
　
　
具
志
堅
　
初
枝

仙
台
市
　
　
大
渕
　
智
子

千
葉
市
　
　
鵜
澤
　
眞
澄

新
潟
市
　
　
本
山
　
よ
し
子

浜
松
市
　
　
宇
田
　
公
美
子

神
戸
市
　
　
高
橋
　
八
重
子

高
崎
市
　
　
高
木
　
路
惠

岡
崎
市
　
　
新
家
　
雪
彦

松
山
市
　
　
中
村
　
好
江

中
央
推
薦
　
秋
山
　
千
枝
子

中
央
推
薦
　
木
下
　
隆
二

中
央
推
薦
　
松
岡
　
典
子

中
央
推
薦
　
髙
橋
　
睦
子

【
団
　
　
体
】

三
重
県
　
い
な
べ
市
母
子
保

健
推
進
協
議
会

三
重
県
　
名
張
市
つ
つ
じ
が

丘
・
春
日
丘
自
治
協
議
会

兵
庫
県
　
新
温
泉
町
母
子
保

健
推
進
員

佐
賀
県
　
神
埼
市
母
子
保
健

推
進
協
議
会

佐
賀
県
　
江
北
町
母
子
保
健

推
進
員

 

（
58
人
５
団
体
）

＊
＊
＊

埼
玉
県
　
所
沢
市
母
子
愛
育

会山
梨
県
　
韮
崎
市
愛
育
会

山
梨
県
　
南
部
町
愛
育
会

岡
山
県
　
玉
野
市
八
浜
地
区

愛
育
委
員
会

香
川
県
　
琴
平
町
母
子
愛
育

会

 

（
40
人
５
団
体
）

川
崎
市
　
　
山
田
　
真
理
子

新
潟
市
　
　
岩
部
　
圭
子

浜
松
市
　
　
高
洲
　
昌
子

名
古
屋
市
　
上
野
　
直
樹

神
戸
市
　
　
渡
邊
　
和
枝

福
岡
市
　
　
蒲
池
　
初
美

大
分
市
　
　
詫
摩
　
千
晴

本
部
推
薦
　
市
川
　
香
織

本
部
推
薦
　
内
海
　
裕
美

本
部
推
薦
　
尾
島
　
俊
之

本
部
推
薦
　
小
野
　
亮

本
部
推
薦
　
吉
野
　
一
枝

【
団
　
　
体
】

三
重
県
　
名
張
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

本
部
推
薦
　
Ｍ
Ｓ
Ｄ
株
式
会

社（
他
３
人
含
46
人
２
団
体
）

千
葉
県
　
　
八
田
　
真
理
子

神
奈
川
県
　
前
田
　
智
子

福
井
県
　
　
小
林
　
澄
惠

山
梨
県
　
　
石
原
　
ま
ゆ
み

山
梨
県
　
　
秋
山
　
公
代

静
岡
県
　
　
寺
尾
　
佳
余
子

愛
知
県
　
　
山
崎
　
嘉
久

三
重
県
　
　
小
林
　
良
隆

滋
賀
県
　
　
初
田
　
聡
美

京
都
府
　
　
弓
削
　
マ
リ
子

間
」
。
本
会
の
杉
村
由
香
理

部
長
が
そ
う
切
り
出
し
て
始

ま
っ
た
講
義
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ｒ
法
を
踏
ま
え
た
避
妊
指

導
。
前
半
の
講
義
で
学
ん
だ

こ
と
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
か
伝
え
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
「
薬
局
に
若
者
カ
ッ
プ
ル

が
コ
ン
ド
ー
ム
を
買
い
に
き

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
し
て

対
応
す
る
か
」
な
ど
、
い
く

ミ
ナ
ー
で
変
わ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
と
き
の

よ
う
な
熱
気
で
来
客
さ
れ
た

方
に
声
掛
け
を
し
て
い
け

ば
、
日
本
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
さ
ら
に
向

上
す
る
。
そ
う
確
信
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
こ
の
分
野
で
の
薬

剤
師
の
方
々
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
期
待
し
て
、
支
援
し
て

参
り
ま
す
。 

（
西
澤
亮
）

つ
か
の
テ
ー

マ
で
活
発
な

議
論
を
交
わ

し
、
成
功
裏

に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　
淡
々
と
薬

の
説
明
を

し
、
黙
々
と

仕
事
を
こ
な

す
。
筆
者
の

「
薬
剤
師
」

の
イ
メ
ー
ジ

が
今
回
の
セ

昨年10月に宮崎県で開催された式典の様子

10月14日、東京開催時の様子。東京、
大阪ともに受講者数は100人を超えた

被
表
彰
者

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

平
成
30
年
度

日
本
家
族
計
画
協
会 

会
長
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

母
子
愛
育
会 

会
長
表
彰

母
子
保
健
推
進
会
議 

会
長
表
彰

「
薬
剤
師
の
た
め
の

 

避
妊
指
導
セ
ミ
ナ
ー
」を
終
え
て

初開催！

http://sukoyaka21.jp/zenkokutaikai
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今
年
の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
月
経
中
の
水
泳
」
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
多
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
歴
史
的
な
背
景
や
現
状
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
江
夏
亜
希
子
先
生
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

　
こ
の
夏
、
突
然
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
月
経
中
の
水

泳
に
つ
い
て
問
題
提
起
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
発
端
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
。

　
あ
る
産
婦
人
科
医
が
「
娘

が
学
校
の
水
泳
の
授
業
で
、

月
経
中
も
タ
ン
ポ
ン
を
使
用

し
て
プ
ー
ル
に
入
る
よ
う
強

制
さ
れ
て
い
る
」
と
患
者
さ

ん
か
ら
相
談
を
受
け
、
「
月

経
中
に
泳
ぐ
こ
と
は
医
学
的

に
問
題
な
い
が
、
泳
ぐ
こ
と

も
タ
ン
ポ
ン
の
使
用
も
強
制

　
私
は
、
日
本
水
泳
連
盟
の

連
携
組
織
で
あ
る
日
本
水
泳

ド
ク
タ
ー
会
議
に
在
籍
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
兼
産
婦

人
科
医
で
、
部
活
か
ら
日
本

代
表
ま
で
水
泳
選
手
が
月
経

時
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
を

見
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
も
幼
少
時
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
月
経
中

で
も
普
通
に
体
育
の
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
し
、
中
学

２
年
生
か
ら
大
学
卒
業
ま
で

水
泳
部
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
し
て
月
経
中
に

泳
い
で
き
ま
し
た
。
先
述
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
月
経
中
で

も
泳
ぐ
こ
と
は
問
題
な
い

し
、
工
夫
す
れ
ば
可
能
。
タ

ン
ポ
ン
を
使
わ
ず
に
泳
い
で

い
る
女
子
選
手
も
た
く
さ
ん

い
る
。
根
拠
な
く
気
持
ち
悪

い
と
い
う
発
言
は
看
過
で
き

な
い
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、

い
わ
ゆ
る
「
炎
上
」
状
態
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
経
緯
を
知
っ
た
水
泳

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般

女
性
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま

し
た
。
私
に
同
意
す
る
意
見

を
サ
イ
ト
に
書
き
込
む
と

は
よ
く
な
い
」
と
書
き
込
ん

だ
こ
と
。そ
れ
に
対
し
、「
プ

ー
ル
サ
イ
ド
で
流
血
し
た
女

子
が
い
て
気
の
毒
だ
っ
た
」

「
自
分
の
学
校
は
プ
ー
ル
の

近
く
に
ト
イ
レ
や
更
衣
室
が

な
く
、
通
路
に
血
液
が
滴
り

落
ち
て
い
る
の
を
見
た
」
な

ど
の
体
験
談
や
、
「
血
液
が

滴
っ
た
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
素

「
燃
料
投
下
（
炎
上
を
助
長

す
る
）
」
に
な
る
と
判
断
し

て
、
個
人
的
な
媒
体
を
通
し

て
で
す
が
、
思
い
の
外
、
月

経
中
で
も
泳
ぐ
の
は
普
通
と

思
っ
て
い
た
と
い
う
女
性
か

ら
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
一
様
に
「
気
持

ち
悪
い
」
と
い
う
表
現
に
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
つ
つ
、
自
分

が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
初
経
が
来
た
こ
ろ
か
ら

「
自
分
で
タ
ン
ポ
ン
を
入
れ

る
練
習
を
し
た
」
「
母
親
に

タ
ン
ポ
ン
の
使
い
方
を
教
わ

っ
た
」
「
タ
ン
ポ
ン
を
使
わ

ず
普
通
に
泳
い
だ
が
流
血
騒

動
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
」

「
も
し
流
血
し
て
も
い
い
よ

う
に
、
女
子
同
士
で
か
ば
い

合
っ
た
」
な
ど
の
声
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
腟

内
に
指
や
物
を
入
れ
る
か
入

れ
な
い
か
は
自
分
が
自
分
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
決
め
て
い
い

こ
と
の
は
ず
で
す
。
そ
れ
を

中
学
生
く
ら
い
か
ら
実
践
し

て
い
る
人
も
結
構
多
い
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
心
強

　
月
経
中
の
体
育
、
特
に
水

泳
を
見
学
す
る
の
が
普
通
と

思
う
人
が
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で

多
い
の
か
？
　
歴
史
的
な
背

景
と
し
て
「
生
理
休
暇
」
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
が
思
い

当
た
り
ま
す
。
日
本
は
１
９

４
７
（
昭
和
22
）
年
に
制
定

さ
れ
た
労
働
基
準
法
で
「
生

理
休
暇
」
を
世
界
で
最
初
に

認
め
た
国
で
、「
使
用
者
は
、

生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困

難
な
女
子
ま
た
は
生
理
に
有

害
な
業
務
に
従
事
す
る
女
子

が
生
理
休
暇
を
請
求
し
た
と

き
は
、
そ
の
者
を
就
業
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
」（
第
68
条
）

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史

的
経
緯
、
背
景
に
つ
い
て
は

「
生
理
休
暇
の
誕
生
」
（
田

口
亜
紗
著
、
青
弓
社
、
２
０

０
３
年
発
行
）
と
い
う
本
に

詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
言
説
が
長
く
信
じ
ら

れ
る
中
、
20
世
紀
後
半
に
な

る
と
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
女
性

の
進
出
が
急
速
に
進
み
ま

す
。
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
、
特
に
月
経
中
に
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
体
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
か
ど
う

か
は
常
に
懸
案
事
項
で
し

た
。
そ
こ
で
現
代
の
医
学
に

お
け
る
根
拠
を
検
証
し
、

●
月
経
中
の
ス
ポ
ー
ツ
は
気

分
転
換
に
も
つ
な
が
り
月
経

中
の
不
快
な
症
状
を
軽
減
さ

　
こ
の
本
に
よ
る
と
、
明
治

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
西
欧
の

制
度
を
取
り
入
れ
る
際
、
19

世
紀
以
降
の
欧
米
社
会
で
一

般
的
だ
っ
た
「
月
経
期
の
女

性
は
本
質
的
に
病
理
的
な
存

在
で
あ
る
た
め
に
労
働
や
運

動
、
知
的
活
動
の
場
か
ら
排

除
す
べ
き
」「
月
経
中
や
月
経

前
症
候
群
の
女
性
は
労
働
効

率
が
下
が
る
た
め
、
月
の
４

分
の
１
の
期
間
は
『
病
気
の

状
態
』
で
あ
り
就
業
に
向
か

な
い
」
と
い
う
説
を
取
り
入

て
き
た
ス
パ
ッ
ツ
型
や
胸
当

て
パ
ッ
ド
を
挿
入
で
き
る
水

着
、
日
焼
け
防
止
に
作
ら
れ

た
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
（
長
袖

の
上
着
）
を
採
用
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
、

男
女
問
わ
ず
、
性
別
違
和
を

感
じ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

体
操
服
が
ブ
ル
マ
か
ら
短
パ

ン
型
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で

す
か
ら
、
き
っ
と
可
能
だ
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
配
慮

を
す
る
理
由
を
示
す
こ
と

は
、
自
分
も
含
め
た
生
命
の

誕
生
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
「
月
経
」
に
つ
い
て
、
女

子
は
自
分
の
体
調
に
よ
っ
て

自
分
で
決
め
る
判
断
力
を
育

む
場
と
し
て
、
男
子
に
も
月

経
を
知
る
機
会
と
し
て
「
実

践
的
な
性
教
育
の
場
」
に
な

り
得
ま
す
（
表
）
。

　
折
し
も
、こ
の
夏
、某
大
学

医
学
部
の
入
学
試
験
で
女
子

が
一
律
に
原
点
さ
れ
て
い
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を

騒
が
せ
ま
し
た
。
大
学
を
擁

護
す
る
意
見
の
多
く
は
「
女

性
は
月
経
、
妊
娠
、
出
産
で

ブ
ラ
ン
ク
が
で
き
て
戦
力
に

な
ら
な
い
の
で
『
必
要
悪
』

と
す
る
」
と
い
う
の
が
大
義

名
分
で
し
た
。
月
経
の
仕
組

み
が
あ
る
程
度
解
明
さ
れ
た

現
代
、
改
良
が
進
ん
だ
低
用

量
ピ
ル
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
治

療
に
よ
っ
て
月
経
痛
や
経
血

量
を
軽
減
さ
せ
、
い
つ
月
経

を
起
こ
す
か
、
い
つ
妊
娠
す

る
か
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

も
、
あ
る
程
度
調
整
で
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
月
経

や
妊
娠
・
出
産
が
女
性
に
と

っ
て
「
マ
イ
ナ
ス
因
子
＝
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
と
捉
え

ら
れ
る
の
は
平
成
で
終
わ
り

に
し
た
い
も
の
で
す
。

れ
、例
と
し
て
１
８
８
８（
明

治
21
）
年
に
医
学
者
・
榊
順

次
郎
の
講
演
「
月
経
時
摂
生

法
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
「
月
経
時
の
性

交
」
を
禁
忌
、
「
月
経
時
の

飲
食
物
の
過
用
」
「
過
剰
な

運
動
」
「
下
腹
の
絞
搾
」

「
腰
部
及
び
脚
を
冷
す
」

「
精
神
の
過
労
」
「
非
常
の

身
体
労
働
」
な
ど
は
み
な
有

害
な
の
で
注
意
せ
よ
と
警
告

し
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら

に
、
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」

と
い
う
富
国
強
兵
の
時
代
に

向
か
う
中
、
「
母
性
保
護
」

の
観
点
が
加
わ
り
、
「
病
気

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
本

人
の
申
告
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
」
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も

「
病
欠
」
と
さ
れ
る
欧
米
諸

国
と
異
な
る
発
展
を
遂
げ
る

の
で
す
。

●
月
経
血
が
直
接
他
者
に
触

れ
な
い
限
り
、
感
染
源
に
な

る
と
は
考
え
に
く
い
。

●
運
動
性
無
月
経
は
「
利
用

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
（
摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
不
均
衡
）
」
が
原

因
で
あ
り
、
「
月
経
中
の
運

動
の
有
無
」
は
関
係
な
い
。

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
す
る
と
従
来
の
言

説
は
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
女

性
の
権
利
を
阻
害
す
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
、
日
本
産
婦
人
科

学
会
小
児
・
思
春
期
問
題
委

員
会
は
「
月
経
期
間
中
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
指

針
」
を
出
し
、
「
基
本
的
に

は
、
本
人
の
自
由
意
志
が
大

切
で
あ
り
、
と
く
に
禁
止
す

る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
本
人
の
自
由
意
志
で
行

わ
れ
る
場
合
に
は
問
題
は
少

な
い
が
、
画
一
的
に
強
制
し

て
行
わ
せ
る
こ
と
に
は
問
題

が
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
自
由

意
志
を
尊
重
し
す
ぎ
て
、
た

だ
月
経
期
間
中
で
あ
る
と
い

う
理
由
の
み
で
絶
対
に
行
わ

な
い
と
い
う
こ
と
に
も
問
題

が
あ
り
、
健
康
管
理
の
面

（
月
経
痛
対
策
な
ど
）
か
ら

も
、
あ
る
程
度
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
月
経
期
間
中
で
あ
っ

て
も
、
む
し
ろ
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
」
と

記
載
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
20
年
後
、
女
性

を
取
り
巻
く
社
会
・
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
さ
ら
な
る
大
き
な

変
化
を
踏
ま
え
、
日
本
臨
床

ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
産
婦
人
科

部
会
が
「
月
経
期
間
中
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
指

針
」
を
出
し
ま
し
た
（
日
本

臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
誌
：

V
ol.18 N

o1,148-
152,2010

）
。
こ
ち
ら
は

タ
ン
ポ
ン
等
内
装
具
の
使
用

に
関
す
る
目
安
な
ど
に
も
触

れ
た
上
で
、
「
今
後
、
月
経

中
の
水
泳
に
つ
い
て
の
科
学

的
根
拠
を
含
む
事
実
が
体
育

教
員
に
正
し
く
指
導
さ
れ
、

学
校
施
設
が
充
実
し
、
月
経

が
水
泳
授
業
の
阻
害
原
因
と

な
ら
ぬ
よ
う
、
児
童
・
生
徒

が
自
己
判
断
で
き
る
材
料
提

示
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
言
葉
で
締
め
く

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
で
歩
い
て
感
染
の
リ
ス
ク

は
な
い
の
か
」
「
月
経
中
、

プ
ー
ル
の
水
か
ら
子
宮
に
感

染
を
起
こ
さ
な
い
の
か
」
な

ど
心
配
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
見
学

を
申
し
出
た
ら
、
炎
天
下
の

校
庭
を
走
る
こ
と
を
指
示
さ

れ
た
」
「
月
経
の
確
認
の
た

め
ナ
プ
キ
ン
を
見
せ
る
な
ど

『
証
明
』
を
求
め
ら
れ
た
」

な
ど
人
権
侵
害
や
パ
ワ
ハ
ラ

と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
挙
が

っ
て
き
た
他
、
「
そ
も
そ
も

月
経
中
に
泳
い
で
い
る
人
が

い
る
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
は
気

持
ち
悪
い
」
と
い
う
個
人
的

な
感
想
ま
で
、
次
々
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
総
じ
て
「
水
泳
選
手
は
仕

方
な
い
と
し
て
も
、
月
経
中

に
泳
ぐ
、
泳
が
せ
る
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声

が
大
多
数
で
、
「
そ
も
そ
も

水
泳
の
授
業
を
受
け
な
く
て

も
人
生
に
お
い
て
何
の
問
題

も
な
い
」
と
、
体
育
、
水
泳

の
授
業
の
意
義
を
根
本
的
に

否
定
す
る
意
見
ま
で
あ
り
ま

し
た
。

せ
得
る
。

●
水
中
で
は
水
圧
が
か
か
る

た
め
腟
内
か
ら
の
血
液
は
流

出
し
に
く
い
。

●
水
質
管
理
さ
れ
た
プ
ー
ル

の
水
か
ら
経
腟
的
な
感
染
を

起
こ
す
と
は
考
え
に
く
い
。

く
思
い
ま
し
た
。
一
方
、
学

校
現
場
に
い
る
体
育
教
師
か

ら
は
、
「
数
週
間
に
も
わ
た

る
水
泳
の
授
業
の
ほ
と
ん
ど

を
、
月
経
を
理
由
に
見
学
す

る
人
が
た
ま
に
い
て
対
応
に

苦
慮
す
る
」
と
い
う
声
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
体
育
」
も
明
治
期
に
軍

事
教
練
と
し
て
導
入
さ
れ
た

と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
画
一

的
、
集
団
的
指
導
が
重
視
さ

れ
る
時
代
が
長
く
続
い
て
き

ま
し
た
。
近
年
問
題
に
な
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
界
の
「
パ

ワ
ハ
ラ
問
題
」
は
こ
の
弊
害

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
様
性
を
認
め
よ
う
と
す
る

現
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
は
自

明
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
「
月
経
中
の
水
泳
」

も
「
多
様
性
へ
の
配
慮
」
そ

の
も
の
の
問
題
で
す
。
月
経

痛
も
経
血
量
も
、
そ
れ
に
よ

る
精
神
的
負
担
も
個
人
差
が

非
常
に
大
き
い
も
の
で
す
。

月
経
中
に
泳
ぐ
か
見
学
す
る

か
、
泳
ぐ
際
に
タ
ン
ポ
ン
等

の
内
装
具
を
使
う
か
否
か
、

い
ず
れ
も
決
し
て
強
制
さ
れ

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
人
の
選
択
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
大
人
、
指
導
者
の

仕
事
で
、
タ
ン
ポ
ン
等
を
使

わ
な
い
場
合
は
、
流
血
が
人

目
に
触
れ
な
い
よ
う
、
水
に

入
る
前
後
、
す
ぐ
に
ト
イ
レ

に
行
っ
て
ナ
プ
キ
ン
を
外
し

た
り
装
着
し
た
り
で
き
る
よ

う
プ
ー
ル
の
近
く
に
更
衣
室

や
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
こ

と
。
入
水
前
後
、
自
由
に
タ

オ
ル
や
ジ
ャ
ー
ジ
を
羽
織
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
指
定

水
着
を
紺
や
黒
な
ど
血
液
が

目
立
た
な
い
色
に
す
る
こ
と

は
当
然
の
配
慮
で
す
。

　
ま
た
、
月
経
に
限
ら
ず
、

身
体
の
変
化
に
敏
感
な
思
春

期
で
す
。
肌
の
露
出
や
体
型

の
変
化
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
競
泳
用
で
主
流
に
な
っ

宮崎県出身。
1996年、鳥取
大学医学部を卒
業し同大学産科
婦人科学教室入
局。2002年、
同大学院修了。
04年から東京
大学教育学研究

科身体教育学講座でスポーツ医学、健康
医学を学び、10年4月、東京都中央区日
本橋人形町にて開業。

表　 月経中の水泳を「実践的な性教育
の場」とするためのポイント

１． あくまでも本人が理解し選択できるための情報
提供とサポート
①月経中に泳いでも健康上の問題はない
② 泳ぐか見学するかは体調により決める（風邪な
どと同様）
③ 内装具（タンポンなど）の種類や使い方、使わ
ない場合の対処について情報提供

２． 月経と関係なく快適に泳げるような環境整備
①プール近くに更衣室やトイレを整備する
② 自由にトイレに行ける雰囲気づくり、声掛け
③ 入水前後、自由にタオルやジャージを羽織れる
ようにする
④ 指定水着は紺や黒など血液等が目立たない色に
するほか、思春期の体型変化も考慮し、スパッツ
型やラッシュガード、胸当てパッドなどを採用

江夏 亜希子先生プロフィール

この夏の「月経中の水泳論争」から考える

月経が女性のハンデにならない時代とは
四季レディースクリニック（東京都中央区）江夏  亜希子

月
経
中
に
泳
が
せ
る
な
ん
て
非
常
識
？ 

月
経
中
に
泳
ぎ
た
い
人
の
権
利
は
？ 

月
経
中
の
水
泳
に
根
強
い
抵
抗
感

―
歴
史
的
背
景
―

健
康
な
体
を
育
み
、体
に
つ
い
て
の
知
識
を

得
る
、本
来
の「
体
育
」「
性
教
育
」へ

「
月
経
中
の
水
泳
」現
在
の
医
学
的
な
見
解
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日本初の
水溶性潤滑ゼリーリューブゼリーＰＲ動画配信中！

性交痛の悩みを
“流舞様”が解決！
ぜひご覧ください！

http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/

YouTube
QRコード
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◆
失
敗
例
は
少
な
く
な
い

　
「
一
度
使
っ
た
コ
ン
ド
ー

ム
を
洗
っ
て
か
ら
ま
た
使
う

…
こ
れ
は
絶
対
や
め
て
く
だ

さ
い
」
と
米
国
疾
病
対
策
予

防
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）が
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
て
注
意

を
促
し
ま
し
た
。
見
た
人
の

反
応
は
、〝
た
っ
た
１
ド
ル
も

　
不
妊
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

相
談
員
に
な
っ
て
６
年
、
始

め
た
頃
に
比
べ
て
、
少
し
ず

つ
で
す
が
確
実
に
男
性
か
ら

の
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
30
代
前
半
の
男
性

か
ら
「
妊
活
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
セ
ッ
ク
ス
が
う

ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
」
と

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
医

師
の
指
導
の
も
と
指
定
さ
れ

た
日
に
夫
婦
関
係
を
も
つ

「
カ
レ
ン
ダ
ー
セ
ッ
ク
ス
」

を
求
め
ら
れ
て
、
「
そ
れ
ま

で
自
然
に
で
き
て
い
た
射
精

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
妻
は

毎
月
診
察
を
受
け
注
射
し
て

努
力
し
て
い
る
の
に
…
妻
に

は
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
つ
も
り
だ
が
、
も
う
気

付
い
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
何
と
か
し
た
い
の
だ
け

れ
ど
」
と
訴
え
ま
す
。

　
実
は
こ
の
よ
う
な
悩
み
の

電
話
は
と
て
も
多
く
、「
緊
張

状
態
に
な
る
と
で
き
な
く
な

る
男
性
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
」
と
話
す
と
、
ひ

と
ま
ず
は
安
心
さ
れ
た
様
子

で
し
た
。
「
妻
だ
け
に
治
療

の
負
担
を
か
け
て
い
る
」
と

思
う
こ
と
が
さ
ら
に
夫
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
様
子

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
か
ら
も
カ
レ

ン
ダ
ー
セ
ッ
ク
ス
が
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
に
悩
み
、

「
私
に
魅
力
が
な
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？
」
「
夫
に
気

を
使
っ
て
精
が
付
く
メ
ニ
ュ

ー
を
作
っ
た
り
、
ム
ー
ド
づ

く
り
を
し
た
り
努
力
を
し
て

い
る
の
に
う
ま
く
い
か
な
い

…
」
と
お
話
し
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。

　
夫
婦
お
互
い
が
相
手
の
こ

と
を
思
い
や
っ
て
い
る
の

し
な
い
の
に
！
〞
〝
リ
サ
イ

ク
ル
の
つ
も
り
？
〞
〝
そ
の

人
は
紙
の
皿
も
洗
う
の
？
〞

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
こ
の
他
に
も

い
く
つ
か
の
注
意
事
項
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
コ

ン
ド
ー
ム
の
使
用
期
限
を
確

か
め
る
」
「
大
き
過
ぎ
や
小

さ
過
ぎ
は
脱
落
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
」
「
コ
ン
ド
ー
ム

の
先
端
部
分
に
は
若
干
の
ス

ペ
ー
ス
を
空
け
て
く
だ
さ

い
」
「
射
精
し
た
と
き
精
液

が
た
ま
る
余
裕
が
必
要
で

す
」
「
性
交
時
に
は
必
ず
最

初
か
ら
終
わ
り
ま
で
装
着
す

る
よ
う
に
」
「
途
中
で
外
し

た
り
し
な
い
」
「
二
つ
重
ね

て
使
わ
な
い
」
等
々
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
全
米
家
族
動
態

調
査
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
２

０
１
１
〜
15
年
）
の
分
析
結

果
を
昨
年
発
表
し
ま
し
た
。

15
〜
44
歳
の
女
性
を
対
象
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
介
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。
「
過
去

１
年
間
の
性
交
時
に
コ
ン
ド

ー
ム
（
男
性
用
）
を
パ
ー
ト

ナ
ー
が
使
用
し
た
か
ど
う

か
？
」
「
そ
の
と
き
ト
ラ
ブ

ル
は
な
か
っ
た
か
」
な
ど
の

質
問
に
入
力
し
ま
す
。

　
結
果
は
、
い
つ
も
コ
ン
ド

ー
ム
を
使
う
と
答
え
た
割
合

の
方
法
で
あ
る
コ
ン
ド
ー
ム

を
効
果
的
に
使
う
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
啓
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
入
手
で

き
る
近
隣
の
薬
店
を
検
索
で

き
る
サ
イ
ト
ま
で
付
い
て
い

ま
す
。

参
考

Condom
 Effectiveness.

cdc.gov.

た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
太
古
か
ら
ヒ
ト
は
集
団

で
生
活
す
る
こ
と
で
世
界
を

支
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
代
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
中
の
一
人
と
し
て
の
み

存
続
で
き
る
の
で
す
」

　
―
孤
独
感
は
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
で
異
な
り
ま
す
か
。

　
「
最
近
の
研
究
か
ら
、
高

齢
者
よ
り
も
む
し
ろ
若
年

者
、
特
に
テ
ィ
ー
ン
世
代
が

孤
独
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
」

　
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
と
孤
独
感
の
関
係
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
人
と
人
の

接
触
は
、
現
在
通
信
技
術
に

置
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
費
や
す
時
間
が

多
い
ほ
ど
フ
ェ
ー
ス
・
ツ

ー
・
フ
ェ
ー
ス
の
接
触
機
会

は
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
ら
二

つ
の
関
わ
り
方
は
ヒ
ト
の
精

神
に
異
な
っ
た
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
医
学

部
の
グ
ル
ー
プ
は
、
19
〜
32

歳
、
約
１
７
０
０
人
を
対
象

に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
接
続
回
数
と
時
間
で
四
つ

の
群
に
分
け
て
比
較
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
１
日
当
た
り

の
メ
デ
ィ
ア
接
続
時
間
が
最

も
少
な
い
群
（
30
分
未
満
）

に
比
べ
て
最
も
多
い
群
（
１

２
１
分
以
上
）
の
孤
独
感
や

疎
外
感
を
持
つ
割
合
は
約
２

倍
、
接
続
回
数
（
毎
週
９
回

未
満
か
ら
毎
週
58
回
以
上
）

で
見
て
も
、
最
も
多
い
群
は

約
３
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

参
考

N
IH
 N
ew
s in H

ealth. 
August 2018.

◆
２
種
類
の
検
査
方
法

　
現
在
、
子
宮
頸
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
に
は
、
①
子
宮

頸
部
の
細
胞
を
採
取
し
て
異

常
な
細
胞
が
出
て
い
る
か
ど

う
か
を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
方

法
（
細
胞
診
）
と
、
②
が
ん

を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に

そ
の
時
点
で
感
染
し
て
い
る

か
否
か
、
免
疫
抗
体
法
な
ど

で
ウ
イ
ル
ス
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ

る
方
法
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
）
―

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ

た
臨
床
研
究
で
は
、
約
１
万

９
千
人
の
女
性
被
験
者
（
参

入
前
５
年
間
に
前
が
ん
病
変

が
な
い
25
〜
65
歳
の
女
性
）

を
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
群
と
細
胞

診
群
に
半
々
に
割
り
付
け
、

試
験
開
始
か
ら
24
か
月
後
に

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
検
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
陽

性
の
場
合
は
、
そ
の
被
験
者

を
試
験
か
ら
外
し
、
陰
性
の

場
合
は
さ
ら
に
24
か
月
後

に
、
今
度
は
両
検
査
法
を
併

せ
て
詳
し
く
調
べ
、
ど
ち
ら

の
検
査
が
よ
り
予
測
能
が
高

い
か
を
比
較
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
48
か
月
後
の
病

変
が
確
認
さ
れ
た
被
験
者
の

割
合
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
群
が

有
意
に
低
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。
軽
度
の
病
変

（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２
＋
）
の
割
合

は
、
細
胞
診
群
が
千
人
当
た

り
10
・
６
に
対
し
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
群
は
５
・
０
と
約
半
分
で

し
た
。
さ
ら
に
進
展
し
た
病

変
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
＋
）
で
見
て

も
細
胞
診
群
が
千
人
当
た
り

５
・
５
に
対
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
群
は
２
・
３
と
同
様
の
結

果
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
ハ
イ
リ

ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
見
つ
け
る
こ

と
は
、
異
常
な
細
胞
を
見
つ

は
女
性
全
体
の
約
15
％
。
過

去
４
週
間
で
コ
ン
ド
ー
ム
を

使
っ
た
と
き
の
不
具
合
に
関

す
る
質
問
に
は
、
約
30
％
が

何
ら
か
の
不
具
合
が
あ
っ
た

と
回
答
し
ま
し
た
。
全
体
の

約
26
％
は
性
交
時
に
一
貫
し

て
使
用
せ
ず
、
性
交
の
途
中

で
外
し
た
り
、
途
中
か
ら
装

着
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

使
用
中
に
コ
ン
ド
ー
ム
が
破

損
し
た
、
あ
る
い
は
脱
落
し

た
と
回
答
し
た
割
合
は
約
７

％
で
し
た
。

　
米
国
で
は
、
約
２
０
０
万

件
を
超
え
る
性
感
染
症
例

（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
を
は

じ
め
、
淋り

ん

菌き
ん

感
染
症
、
梅
毒

な
ど
）
が
報
告
さ
れ
て
お
り

（
16
年
統
計
）
、
過
去
最
も

多
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
感
染
を
予
防
す
る
唯
一

け
る
こ
と
に
比
べ
て
、
数
年

先
に
子
宮
頸
が
ん
が
発
生
す

る
か
ど
う
か
を
予
測
す
る
感

度
が
高
く
、
見
逃
し
が
少
な

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
二
つ

の
検
査
法
は
調
べ
る
項
目
が

そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
両
者

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
費
用
や
受
診
者
の
負

担
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
米
国
予
防
医
学
専
門
委
員

会
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
に
よ

れ
ば
子
宮
頸
が
ん
の
定
期
検

査
は
、
21
〜
29
歳
の
女
性

は
、
３
年
ご
と
に
細
胞
診
を

受
け
る
こ
と
、
30
〜
65
歳
は

３
年
ご
と
に
細
胞
診
、
ま
た

は
、
５
年
ご
と
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
、
も
し
く
は
、
５
年
ご
と

に
細
胞
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の

両
方
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

参
考

Ogilvie GS,et al.JAM
A 

2018 Jul.

に
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
相
手

に
負
担
を
与
え
て
い
る
。
ど

う
に
か
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
皮

肉
に
も
う
ま
く
い
か
な
く
な

る
…
何
と
も
や
り
き
れ
な
い

気
持
ち
で
す
。

　
先
の
男
性
に
は
、
妊
活
を

て
射
精
障
害
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
第
一
子
が
授
か

っ
た
後
は
治
っ
て
し
ま
う
方

が
多
い
そ
う
で
す
。
子
ど
も

が
一
人
生
ま
れ
た
こ
と
で
余

計
な
緊
張
状
態
か
ら
解
放
さ

れ
、
余
裕
が
持
て
る
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
別
の
30
代
後
半
の

女
性
か
ら
は
「
恋
愛
中
も
結

婚
し
て
か
ら
も
一
度
も
性
行

為
が
う
ま
く
で
き
た
こ
と
が

な
い
。
夫
は
自じ

慰い

行
為
だ
と

射
精
で
き
る
の
に
腟
内
射
精

が
で
き
な
く
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
子
ど
も
は
で
き
ま
せ
ん

よ
ね
？
」
と
、
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。
腟
内
射
精
障
害
は

男
性
の
自
慰
の
方
法
が
間
違

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

強
い
刺
激
に
慣
れ
て
し
ま
う

と
腟
か
ら
の
刺
激
で
は
自
律

神
経
の
切
り
替
え
が
う
ま
く

行
わ
れ
ず
射
精
が
で
き
な
く

な
る
、
と
聞
き
ま
す
。
習
慣

に
な
っ
て
い
る
自
慰
の
方
法

を
矯
正
す
る
治
療
は
そ
う
簡

単
な
こ
と
で
は
な
く
、
非
常

に
長
い
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
、
年
齢
の
こ
と
も
考

え
る
と
不
妊
治
療
も
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
と
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　
男
性
は
自
分
自
身
の
こ
と

を
知
ら
れ
た
く
な
い
方
が
多

く
、
相
談
を
し
た
り
診
察
を

受
け
る
こ
と
は
し
た
く
な
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
で
も
そ
れ
は
女
性
も
同

じ
。
自
分
に
原
因
が
あ
る
の

か
も
、
と
思
う
か
ら
こ
そ
診

察
や
検
査
を
受
け
る
の
で

す
。
も
し
子
ど
も
が
欲
し
い

の
に
セ
ッ
ク
ス
が
う
ま
く
で

き
ず
に
悩
ん
で
い
る
男
性
が

い
た
ら
、
少
し
だ
け
勇
気
を

出
し
て
診
察
を
受
け
て
ほ
し

少
し
休
ん
で
、
子
づ
く
り
目

的
の
セ
ッ
ク
ス
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
自
然

に
仲
良
く
す
る
こ
と
と
、
第

一
子
は
人
工
授
精
で
妊
娠
を

目
指
す
の
も
選
択
肢
だ
と
、

こ
の
二
つ
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
法
に
よ
っ

い
と
思
い
ま
す
。
精
子
と
卵

子
が
出
会
わ
な
け
れ
ば
妊
娠

は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
。

（
東
京
都
　
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

 

　
田
中
さ
と
み
）

◆ 

メ
デ
ィ
ア
に
費
や
す
時
間

と
孤
独
感

　
今
年
８
月
の
米
国
国
立
衛

生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
の
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
、
「
孤
独

感
」
に
つ
い
て
最
近
の
研
究

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｈ
の
援
助
を
受
け
て
、

孤
独
感
が
健
康
に
及
ぼ
す
影

響
の
研
究
を
続
け
て
い
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
Ｌ
Ａ
校

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー
ル
氏

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
次
の

よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

　
―
孤
立
と
孤
独
は
そ
の
影

響
は
同
じ
で
す
か
。

　
「
他
人
が
物
理
的
に
そ
ば

に
い
な
い
と
き
が
孤
立
で
、

大
勢
の
人
の
中
で
も
人
と
つ

な
が
っ
て
い
な
い
精
神
状
態

が
孤
独
感
で
す
」

　
―
な
ぜ
孤
独
感
は
害
を
も

電話相談
●思春期・FPホットライン
　☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

電話相談員募集！
上記の相談に応じる専門家を募集中です。平日の昼、
市谷にお越しいただける方。詳細は、☎03(3235)2694

●EC・OCコール
　☎03(3267)1404
●OCヘルプデスク
　☎03(6280)8404
●OCサポートコール
　☎03(3267)4104

孤独感の原因

コンドームの
正しい使い方

費用対効果が
認められる

子宮頸がん定期検査

市谷クリニックへ
　　 ようこそ！

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
https://www.youtube.com/watch?v=4I_vGL-phTE
https://www.youtube.com/watch?v=4I_vGL-phTE
https://twitter.com/LuveJelly
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内

容

～ 妊 娠 ・ 出 産 の リ ミ ッ ト ～
冊子

　月経から妊娠の起こり方、卵子の老化や高齢出産の
危険性などを、イラストを交えて分かりやすく解説し
ています。
　卒業式や新人研修時、婚姻届受領時などのイベント
での配布に最適な一冊です。

•実は、卵子の数は限られているって知ってた!?
•そもそも月経とは？
•妊娠ってこうして起こるんだ！
•卵子が老化する!? ほか
 ※表3をオリジナル情報に差し換えられます！

●監修： 一般社団法人日本家族計画協会
家族計画研究センター所長　北村邦夫

●Ａ５判・14ページ／オールカラー／本体150円＋税
お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

将来、ママにパパになりたいあなたへ

杉
村
　
「
Ｕ
18
」
と
い
う
、

思
春
期
の
男
の
子
向
け
の
冊

子
を
作
ろ
う
と
相
談
員
さ
ん

か
ら
話
が
出
た
の
は
、
相
談

主
訴
ト
ッ
プ
３
で
あ
る
「
マ

ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
自じ

慰い

）
」
「
包
茎
」
「
性
器
の

大
小
」
が
何
年
た
っ
て
も
、

情
報
化
社
会
に
な
っ
て
も
一

向
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
ね
（
表
）
。

千
田
　
私
が
電
話
相
談
に
関

わ
り
始
め
た
28
年
前
か
ら
内

容
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

相
談
内
容
は
難
し
い
問
題
で

は
な
い
の
に
、
誤
解
や
思
い

込
み
が
多
い
ん
で
す
。

杉
村
　
こ
う
い
っ
た
こ
と
を

習
う
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
ま
ま

と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

ね
。
そ
れ
で
性
器
が
小
さ
か

っ
た
り
包
茎
だ
っ
た
り
す
る

と
、
モ
テ
な
い
と
か
嫌
わ
れ

る
と
か
。
何
か
ら
刷
り
込
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
。

來
田
　
長
年
、
電
話
相
談
で

提
供
し
て
き
た
私
た
ち
の
情

報
が
、
若
い
人
た
ち
に
正
し

く
伝
わ
れ
ば
悩
ま
な
く
て
い

い
の
だ
け
れ
ど
…
。

千
田
　
最
近
の
男
の
子
は
、

性
に
つ
い
て
の
正
し
い
資
料
が
手
元
に
な
い
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
環
境
が
正
し
い
知
識

　
思
春
期
男
子
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
冊
子
「
Ｕ
18
」
を
、
こ
の
秋
に
刊
行
し

ま
す
。
本
書
は
、
電
話
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
悩
み
を
元
に
制
作
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
年
思
春
期
電
話
相
談
に
携
わ
っ
て
い
る
３
名
の
相
談
員
さ
ん
た
ち
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
※
本
文
中
は
敬
称
略 

（
杉
村
由
香
理
）

が付いている教材の詳細は、「本会総合カタログ 2019年版」をご覧ください。カタログをご希望の方は FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りします）カタログ

を
持
た
せ
ず
、
不
安
材
料
を

抱
え
る
原
因
に
な
っ
て
い
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

菅
井
　
思
春
期
っ
て
、
男
子

は
母
を
、
女
子
は
父
を
嫌
う

年
頃
な
の
で
、
あ
ま
り
話
を

し
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

大
事
な
こ
と
も
聞
け
な
い
。

杉
村
　
聞
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
事
柄
が
あ
る
時
期
に
聞
け

な
い
。
情
報
が
入
ら
な
い
か

ら
、
や
み
く
も
に
探
す
と
変

な
情
報
に
翻
弄
さ
れ
る
、
と

い
う
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

來
田
　
私
は
、
電
話
相
談
を

受
け
る
と
ま
ず
「
友
達
と
そ

う
い
う
話
を
し
な
い
の
？
」

と
聞
く
ん
で
す
。
で
も
、
話

を
し
て
い
な
い
。
友
達
の
間

で
話
題
に
し
な
い
の
も
、
悩

み
が
解
決
し
な
い
原
因
だ
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と

き
に
、
手
っ
取
り
早
く
入
っ

て
く
る
も
の
が
お
か
し
な
情

報
で
、
正
し
い
情
報
を
得
に

く
い
ん
で
す
。

千
田
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な

情
報
ば
か
り
で
、
本
当
に
知

り
た
い
情
報
は
な
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

菅
井
　
学
校
も
親
も
、
子
ど

も
た
ち
に
正
し
い
知
識
を
届

け
る
力
が
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
先
生
も
若
い
し
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る

か
ら
、
生
徒
側
か
ら
も
聞
け

な
い
っ
て
。
先
生
た
ち
が
教

え
ら
れ
な
い
な
ら
、
私
た
ち

が
外
部
講
師
と
し
て
教
え

る
、
と
い
う
方
法
も
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
。

杉
村
　
学
校
で
も
家
で
も
大

っ
ぴ
ら
に
話
せ
な
い
環
境
だ

か
ら
、
電
話
相
談
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

來
田
　
思
春
期
相
談
の
割
合

來
田
　
電
話
相
談
の
内
容
の

ほ
と
ん
ど
は
、
大
し
た
こ
と

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
で
も
、

本
人
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ

と
。
大
し
た
こ
と
か
そ
う
じ

ゃ
な
い
か
は
こ
っ
ち
側
の
ジ

ャ
ッ
ジ
じ
ゃ
な
く
て
、
か
け

て
き
た
人
の
気
持
ち
次
第
で

す
も
の
ね
。

杉
村
　
こ
の
本
は
、
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
、
Ｑ
は
相
談
カ
ー
ド

に
記
録
さ
れ
て
い
る
内
容
を

参
考
に
選
び
ま
し
た
。
悩
み

を
受
容
し
て
か
ら
、
日
頃
の

電
話
相
談
の
回
答
さ
な
が
ら

に
解
決
案
を
提
示
し
て
い
く

の
で
、
若
い
世
代
に
き
っ
と

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
本
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

菅
井
　「
Ｕ
18
」が
、保
健
室

に
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
学

校
の
保
健
体
育
の
授
業
で
も

配
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

杉
村
　
女
の
子
の
月
経
準
備

教
育
の
対
岸
に
あ
る
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
「
Ｕ

18
」
を
使
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

菅
井
　
教
育
委
員
会
か
ら
学

校
へ
配
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

千
田
　
内
容
も
や
ん
わ
り
と

ソ
フ
ト
だ
し
、
子
ど
も
に
と

っ
て
す
ご
く
興
味
が
あ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に

電
話
相
談
に
か
か
っ
て
き
た

質
問
を
ま
と
め
て
い
る
の

で
、
現
実
的
だ
と
思
う
ん
で

　JFPAからついにカッコいいコミック誌が刊行！と
思わせる、冊子が登場。中高生の男子がカバンの中に
入れていても、机の上に置いていても、違和感のない
装丁を目指しました。中身は、本会思春期・ＦＰホッ
トラインにかかってくる三大悩み「自慰」「包茎」
「性器の大きさ」の悩みを中心に、Ｑ＆Ａ形式で解
説。分かりやすいイラストと文章で構成しているの
で、年頃の男子たちだけでなく、思春期の相談に応え
る方のハンドブックとしてもお役立てください。

見本・見積りのご依頼は
FAX 03-3267-2658

まで

杉
村
　
電
話
相
談
以
外
に
、

例
え
ば
学
校
な
ど
で
悩
み
を

解
決
で
き
る
機
会
が
つ
く
ら

れ
る
と
い
い
の
で
す
が
。

菅
井
　
ま
だ
世
の
中
で
は
拒

ま
れ
る
話
題
だ
と
思
う
ん
で

す
。
小
学
校
６
年
生
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
、
性
教
育
を
し
ま
せ
ん

か
と
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
が
、
お
願
い
で
す
か

で
ど
う
こ
う
な
ら
な
い
問
題

な
の
で
、
じ
か
に
病
院
に
行

く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

千
田
　
男
の
子
の
性
的
な
相

談
は
、
急
を
要
さ
な
い
内
容

が
多
い
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
悩

み
は
、
学
校
保
健
で
は
確
実

に
ス
ル
ー
さ
れ
ま
す
。

杉
村
　
学
校
は
健
康
教
育
だ

か
ら
、
男
性
の
三
大
悩
み
は

＋
α
。
性
器
の
お
手
入
れ
も

十
分
に
健
康
教
育
だ
と
思
う

け
れ
ど
、
そ
こ
ま
で
は
ま
だ

難
し
い
の
で
し
ょ
う
。

來
田
　
そ
こ
で
、
正
し
い
情

報
を
載
せ
た
媒
体
を
作
れ

ば
、
悩
ま
な
く
て
も
よ
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。

杉
村
　
そ
れ
が
、「
Ｕ
18
」。

す
。
本
来
な
ら
保
健
の
本
に

マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
包

茎
、
性
器
の
大
小
に
関
す
る

こ
と
が
具
体
的
に
書
か
れ
て

い
る
と
い
い
ん
で
す
け
ど

ね
。
中
高
生
が
手
に
取
れ
る

適
切
な
本
が
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
、
こ
の
「
Ｕ

18
」
を
保
健
教
材
の
副
読
本

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

杉
村
　
学
校
、
行
政
、
あ
る

い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
い
い
で
す
ね
。
ぜ

ひ
、
ル
ー
ト
を
提
案
し
た
い

で
す
。

千
田
　
心
か
ら
届
け
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
大
切
に
使
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

來
田
　
い
ろ
ん
な
子
ど
も
の

個
別
性
が
認
め
ら
れ
る
時
代

に
、
子
ど
も
が
自
分
の
体
の

こ
と
も
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
な

い
の
は
、
大
人
の
問
題
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

千
田
　
正
し
い
知
識
で
自
分

の
体
の
こ
と
を
知
り
、
他
人

の
体
の
こ
と
も
分
か
れ
ば
、

思
い
や
れ
る
人
に
な
れ
ま

す
。

菅
井
　
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ら
や
め
て
く
だ
さ
い
と
い
う

反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
女
の

子
は
す
で
に
生
理
が
始
ま
っ

て
い
る
年
頃
な
の
に
、
ど
う

し
て
男
の
子
に
は
何
も
教
え

な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

千
田
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
講
演
を
す

る
と
、
性
教
育
に
つ
い
て
知

り
た
が
っ
て
い
る
親
は
多
い

ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
す
。

自
主
的
に
は
で
き
な
い
話
だ

け
れ
ど
、
知
る
機
会
は
欲
し

い
ん
だ
な
、
と
。

來
田
　
親
か
ら
は
話
せ
な
い

の
で
、
学
校
で
話
し
て
も
ら

う
と
助
か
る
と
い
う
感
じ
で

す
。
で
も
、
包
茎
の
話
は
い

い
け
れ
ど
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
深
い
話
は
し

な
い
で
ほ
し
い
、
み
た
い
な

線
引
き
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
な
方
法
も
含
め
、
セ
ッ
ク

ス
に
結
び
付
く
こ
と
全
般
は

反
対
、
と
い
う
印
象
で
す
。

定価：本体100円＋税
仕様： B6判・16ページ・

／オールカラー
編著： JFPA家族計画

研究センター
「U18」
制作委員会

監修：北村邦夫

カタログ

2019年版 
P.351

大
抵
自
分
に
自
信
が
な
い
人

か
な
、
と
感
じ
ま
す
ね
。

菅
井
　
友
達
の
情
報
を
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
み
た
い
に
し
て
自

分
に
都
合
よ
く
貼
り
合
わ
せ

て
解
釈
す
る
か
ら
、
悩
み
が

解
決
し
な
い
ん
で
す
。

千
田
　
女
の
子
は
女
性
雑

誌
に
体
の
悩
み
相
談
み
た

い
な
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
に
、
男
の
子
に
は
、
性

を
刺
激
す
る
本
は
た
く
さ

ん
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て

悩
み
相
談
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
も
の
は
な
い
ん
で
し
ょ

う
ね
。

菅
井
　
女
の
子
の
悩
み
に

は
、
生
理
が
止
ま
っ
た
と

か
、
避
妊
に
失
敗
し
た
と

か
、
病
院
に
行
か
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
案
件
が
意
外

と
多
い
で
す
。
電
話
相
談

っ
て
、
男
の
子
の
方
が
圧
倒

的
に
多
い
ん
で
す
。
本
人
の

心
情
は
「
重
要
な
こ
と
」
な

の
で
、
女
性
が
考
え
て
い
る

よ
り
、
か
な
り
繊
細
な
問
題

だ
と
思
い
ま
す
よ
。

千
田
　
自
分
に
自
信
が
持
て

な
い
時
期
で
す
か
ら
ね
。

杉
村
　
そ
し
て
、
体
が
大
き

く
変
わ
る
時
期
が
、
林
間
学

校
や
修
学
旅
行
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
と
重
な
る
か
ら
や
っ
か

い
に
な
る
ん
で
す
ね
。
し
か

も
、
親
と
話
せ
な
い
年
頃
だ

し
、
女
の
子
や
周
囲
の
視
線

も
気
に
な
る
年
頃
で
す
。

千
田
　
モ
テ
る
か
ど
う
か
は

人
間
性
次
第
な
ん
で
す
が

ね
。

來
田
　
気
に
し
て
い
る
人
は

「Ｕ18」制作委員会の本会思春期・ＦＰホッ
トライン相談員。左から千田陽子さん、菅井
育美さん、來田美鈴さん。日々、電話相談に
応じるベテランです

表　 男性からの相談割合（％）の推移
（主な主訴）

2013年度
1,017件

2014年度
1,293件

2015年度
1,315件

2016年度
1,500件

2017年度
1,162件

自慰 19.1 15.9 17.8 23.9 26.1
包茎 17.0 19.3 20.9 22.7 20.7
性器 15.1 16.9 17.8 13.5 12.8
射精 11.0 11.6 7.9 9.9 9.0
性欲 5.4 6.6 8.3 4.7 5.0
STD 3.2 1.6 1.4 0.7 0.9
性交 3.1 4.0 4.0 3.3 2.6
問題
行動 2.9 3.6 3.8 3.8 3.7

男女
交際 2.3 2.5 2.4 1.9 1.5

病気 1.7 2.6 1.2 2.0 3.2
避妊 1.4 1.9 0.7 0.9 0.7

「
Ｕ
18
」刊
行
に
あ
た
っ
て

思
春
期
男
子

向
け
冊
子

本
会
電
話
相
談
員
が
語
る
男
子
の
悩
み

男
子
の
悩
み
は
変
わ
ら
な
い
？

思春期男子の
悩みを解決「U18」

情
報
に
翻
弄
さ
れ
る
若
者
た
ち

性
教
育
に
消
極
的
な
学
校
と
保
護
者

な
ぜ
、
今
も
電
話
相
談
が
主
流
？

「
Ｕ
18
」
を
最
大
限
に
活
用
す
る
に
は
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近
頃
、
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
不
快
感
を
訴
え
る
女
性
が
、
中
高
年
層
だ
け
で
な

く
、
若
年
層
で
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
主
な
原
因
が
「
過
剰
な
清
潔

化
」
と
「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
脱
毛
」
に
よ
る
影
響
だ
。

　
今
回
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
乾
燥
や
不
快
症
状
の
原
因
と
そ
の
対
処
法
に
つ

い
て
、
宮
益
坂
メ
リ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
長
岡
美
樹
先
生
に
お
話
を
伺
っ

た
。 

（
編
集
部
）

き
れ
い
に
し
過
ぎ
も

乾
燥
の
原
因
に

　
女
性
は
更
年
期
を
迎
え
る

と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
）
の
分
泌
低
下
に

よ
り
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
起
こ
り
ま
す（
図
１
）。

そ
の
一
つ
に
、
腟
や
外
陰
部

な
ど
の
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン

の
乾
燥
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

病
気
の
疑
い
が
な
い
方
で
、

日
常
生
活
の
中
で
か
ゆ
み
や

痛
み
な
ど
の
不
快
症
状
を
感

じ
て
い
る
方
の
多
く
は
、
こ

の
乾
燥
が
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
最
近
は
そ
れ
に
加
え
、
ケ

ア
の
し
過
ぎ
・
過
度
に
清
潔

に
し
過
ぎ
る
こ
と
が
影
響
し

て
、
症
状
が
悪
化
し
て
い
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
お
風

呂
に
入
っ
た
と
き
に
必
要
以

上
に
念
入
り
に
洗
っ
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
腟
内
ま
で

洗
浄
し
た
り
、
ト
イ
レ
で
毎

回
、
温
水
洗
浄
便
座
を
使
用

し
、
さ
ら
に
強
く
拭
い
た
り

な
ど
す
る
と
、
逆
に
悪
化
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
腟
内
の
帯
下
や
外
陰
部

の
皮
脂
腺
は
、
細
菌
の
感
染

を
予
防
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
の
で
、
全
て
取
り
除
い
て

し
ま
う
こ
と
で
、
か
え
っ
て

細
菌
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
清
潔
に
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ウ
エ
ア
を
着
て
運
動
を
し
た

り
、
自
転
車
に
乗
っ
た
り
、

山
歩
き
を
し
た
り
と
、
活
発

に
行
動
さ
れ
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
蒸
れ

や
圧
迫
は
血
行
を
悪
く
し
ま

す
の
で
、
締
め
付
け
が
強
過

ぎ
る
衣
服
は
着
用
に
気
を
付

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
太

り
過
ぎ
も
痩
せ
過
ぎ
も
、
腟

周
り
の
筋
力
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
標
準
体
重
を

維
持
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
若
い

う
ち
か
ら
、
骨
盤
底
筋
群
の

筋
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、

骨
盤
底
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
こ
と
も
有
効
で
す
。
骨

盤
底
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

腟
の
老
化
予
防
、
腟
周
辺
部

の
不
調
改
善
に
も
有
効
で

す
。
お
手
入
れ
は
、
デ
リ
ケ

ー
ト
ゾ
ー
ン
専
用
ソ
ー
プ
で

優
し
く
洗
う
よ
う
に
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
よ
う
な

方
法
を
も
っ
て
し
て
も
不
快

感
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
手

軽
な
方
法
と
し
て
、
「
メ
ノ

ケ
ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ
ー
」
の

使
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ

ー
ン
専
用
の
水
溶
性
保
湿
ゼ

リ
ー
で
、
乾
燥
を
感
じ
た
時

に
適
量
つ
け
る
だ
け
で
長
時

間
潤
い
が
持
続
し
ま
す
。
本

来
の
腟
環
境
に
近
い
㏗
値
で

作
ら
れ
て
い
て
、
香
料
や
着

色
料
な
ど
も
入
っ
て
い
な
い

た
め
、
成
分
的
に
も
安
心
し

て
使
用
で
き
ま
す
。
リ
ュ
ー

ブ
ゼ
リ
ー
と
い
う
潤
滑
ゼ
リ

ー
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら

は
性
交
痛
の
緩
和
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
の
で
、
日
常

生
活
の
中
で
の
潤
い
補
充
の

若
い
人
に
も
増
え
て

い
る
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ

ー
ン
の
乾
燥

　
最
近
で
は
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
脱
毛

を
す
る
若
い
女
性
が
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

ト
ラ
ブ
ル
で
受
診
さ
れ
る
方

も
増
え
て
い
ま
す（
図
２
）。

脱
毛
の
施
術
後
は
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
少
な
か
ら

ず
、
肌
の
火
照
り
や
乾
燥
が

起
こ
り
、
そ
れ
が
か
ゆ
み
な

ど
の
不
快
症
状
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。

　
脱
毛
の
施
術
は
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
肌
に
照
射
し
て
毛
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
で
、

肌
に
も
負
担
を
か
け
ま
す
。

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
た
肌

は
乾
燥
し
、
一
時
的
に
バ
リ

ア
機
能
が
低
下
し
た
状
態
に

な
り
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ

ー
ン
の
皮
膚
は
薄
い
た
め
、

ど
う
し
て
も
影
響
を
受
け
て

は
、
ボ
デ
ィ
ロ
ー
シ
ョ
ン
を

塗
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

手
に
余
っ
た
ロ
ー
シ
ョ
ン
を

そ
の
ま
ま
外
陰
部
に
塗
布
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。
ど
う
し
て
も
処
方
を
所

望
す
る
方
に
対
し
て
は
、
先

に
も
ご
紹
介
し
た
「
メ
ノ
ケ

ア
モ
イ
ス
ト
ゼ
リ
ー
」
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
逆
に
、
絶
対
に
や
っ
て
は

い
け
な
い
の
が
、
か
く
こ
と

で
す
。
か
い
て
い
る
そ
の
時

だ
け
は
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す

が
、
炎
症
を
起
こ
し
た
り
さ

ら
に
強
い
か
ゆ
み
を
引
き
起

こ
し
た
り
し
て
、
症
状
を
長

引
か
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
脱
毛
を
さ
れ
る
ご
本
人
と

し
て
は
、
毛
が
あ
る
な
ん
て

不
潔
と
感
じ
た
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
に
対
し
て
清
潔
な
自

分
・
か
わ
い
い
自
分
を
見
せ

た
い
と
思
う
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
本
来
、
毛
は
意
味

な
く
生
え
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
る
つ
る
で

臭
い
も
し
な
い
お
人
形
の
よ

う
な
状
態
に
憧
れ
を
抱
く
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
方
に
対
し
て
は
、

「
毛
は
必
要
だ
か
ら
生
え
て

い
る
」
「
外
陰
部
も
同
じ
皮

膚
な
の
だ
か
ら
大
切
に
扱
っ

て
」
「
皮
膚
は
温
め
た
り
、

か
い
た
り
し
た
ら
か
ゆ
く
な

る
ん
だ
よ
」
な
ど
と
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
説
教
の
よ
う
に

丁
寧
に
説
明
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
家

庭
で
母
親
か
ら
聞
か
さ
れ
る

よ
う
な
話
も
、
最
近
は
抜
け

落
ち
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
の
で
、
鼻
で
笑
わ
れ

な
が
ら
も
、
何
か
一
つ
で
も

分
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い

う
思
い
で
、
根
気
強
く
お
話

し
し
て
い
ま
す
。

デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン

も
顔
と
同
じ

　
多
く
の
女
性
は
、
デ
リ
ケ

ー
ト
ゾ
ー
ン
の
取
り
扱
い
自

体
を
あ
ま
り
習
っ
て
こ
な
か

っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
よ
い

か
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に

は
、
外
陰
部
も
顔
と
同
じ
皮

膚
で
す
の
で
、
極
端
に
汚
い

も
の
扱
い
し
て
、
執し

つ

拗よ
う

に
清

潔
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
顔
の

ケ
ア
を
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
丁
寧
に
や
さ
し
く
洗
い
、

適
度
に
保
湿
し
て
も
ら
え
れ

ば
大
丈
夫
で
す
。
顔
な
ら
爪

を
立
て
て
洗
う
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
せ
っ
け
ん
の
原
液
の

ま
ま
洗
う
こ
と
も
な
い
は
ず

で
す
。

　
耐
え
難
い
症
状
で
も
な
い

し
、
人
に
も
相
談
し
づ
ら
い

か
ら
と
、
一
人
で
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
デ
リ
ケ
ー

ト
ゾ
ー
ン
の
不
快
症
状
は
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
低

下
に
つ
な
が
る
上
、
乾
燥
状

態
が
続
く
と
、
外
陰
部
や
腟

が
萎
縮
し
、
雑
菌
が
繁
殖
し

や
す
く
な
り
、
感
染
症
な
ど

の
病
気
に
発
展
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
最
近
は
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
ら
れ
ま
す
が
、
確

か
で
な
い
情
報
源
か
ら
間
違

っ
た
情
報
を
鵜う

呑の

み
に
し
た

り
、
不
適
切
な
も
の
を
購

入
・
使
用
し
た
り
し
て
、
さ

ら
に
悩
ん
で
し
ま
う
と
い
う

悪
循
環
に
陥
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
医
師
と
し
て
は
、
正

し
い
情
報
・
知
識
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
不
安
や

心
配
で
足
を
運
び
づ
ら
か
っ

た
り
、
気
が
引
け
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
慢

し
て
過
ご
す
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
婦
人
科
を
受
診
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
脱
毛
は
医
療
機
関
で

行
う
方
も
い
れ
ば
、
エ
ス

テ
で
行
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
施
術
す
る
方

も
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

て
き
ち
ん
と
ケ
ア
を
さ
れ

る
方
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
少
な
か
ら
ず

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
か
ゆ
み
対
策

と
し
て
は
「
保
湿
」
「
体

温
上
昇
の
抑
制
」
「
脱
毛

部
位
を
清
潔
に
す
る
こ

と
」
が
有
効
で
す
。
肌
を

潤
す
水
分
に
は
、
肌
を
外

部
刺
激
か
ら
守
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。
薬
剤
を
使
用

す
る
ま
で
も
な
い
場
合

ず
、
乾
燥

に
よ
る
不

快
症
状
を

訴
え
る
方

の
多
く

は
、
そ
う

い
っ
た
こ

と
が
主
な

要
因
と
な

っ
て
い
ま

す
。
最
近

は
中
高
年

の
方
で
も

タ
イ
ト
な

場
合
と
は
区
別
し
て
使
用
し

ま
す
。
ま
た
婦
人
科
で
の
治

療
と
し
て
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
を
含
む
腟
剤
を
使
用
し
た

り
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、

や
け
ど
を
し
て
も
冷
や
さ
な

い
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
塗
布
も

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

多
く
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
後
々
の
症

状
を
増
悪
さ
せ
て
し
ま
い
ま

福島県出身。1999年、日本大学医学部卒。
同大学で研修、関連病院勤務後、2011年、
宮益坂メリーレディースクリニック開業。
東京産婦人科医会学校保健委員。
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思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
に

な
る
た
め
に

　
「
皮
か
ぶ
り
は
包
茎
！
剥む

け
れ
ば
オ
ー
ケ
ー
！
」
。
北

村
邦
夫
先
生
の
掛
け
声
で
、

声
を
合
わ
せ
心
を
一
つ
に
し

た
私
た
ち
１
４
０
名
は
２
０

１
７
年
度
、
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
の
資
格
を
得
る
に
は

コ
ー
ス
Ⅰ
か
ら
コ
ー
ス
Ⅲ
の

受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

コ
ー
ス
Ⅲ
で
は
講
義
の
他
に

グ
ル
ー
プ
実
習
が
あ
り
、

「
包
茎
」「
若
年
妊
娠
」な
ど

六
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、

学
習
の
成
果
を
全
員
の
前
で

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
も
職
種
も
さ
ま

ざ
ま
な
30
名
ほ
ど
が
チ
ー
ム

を
構
成
し
、
ど
ん
な
発
表
を

す
る
か
最
終
発
表
に
向
け
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
「
サ
ル
ト
ジ
ェ
ニ

ッ
ク
（
健
康
生
成
）
と
オ
ー

プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
（
開
か

　
昨
年
度
、
本
会
が
主
催
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
を
受
講
し
、
本

年
２
月
に
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
に
な
ら
れ
た
中
山
安
彩
美
さ
ん
よ
り
、
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
の
大
人
へ
の
道
の
り
を
明
る
く
照
ら
し
た
い
」
と

い
う
思
い
で
つ
な
が
る
、
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
さ
ん
た
ち
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。 
（
編
集
部
）

や
す
ひ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

中
山
　
安
彩
美

れ
た
対
話
）
」
チ
ー
ム
（
指

導
講
師
＝
笹
原
信
一
朗
先

生
）
は
健
康
に
つ
な
が
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
や
伝
え

方
と
対
話
を
用
い
た
治
療
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
チ
ー

ム
は
全
員
で
４
部
構
成
を
作

り
、
演
劇
や
図
な
ど
を
用
い

て
工
夫
し
て
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。
発
表
ま
で
の

時
間
は
学
園
祭
を
控
え
た
学

生
の
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
、
ソ

ワ
ソ
ワ
し
、
発
表
が
終
わ
っ

活
躍
し
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
活
躍

で
き
る
場
所
を
開
拓
す
る
必

要
が
あ
る
人
な
ど
、
い
ろ
ん

な
人
が
い
ま
す
。
「
私
は
こ

ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
」

な
ど
の
情
報
交
換
や
、
「
テ

レ
ビ
で
性
教
育
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
」
「
新
聞
に
こ

ん
な
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

皆
さ
ん
ど
う
思
う
？
」
な

ど
、
そ
の
時
の
ト
レ
ン
ド
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
時
に
は

意
見
を
出
し
合
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル

ー
プ
で
皆
の
意
見
や
活
躍
の

様
子
を
聞
く
こ
と
は
、
私
に

勇
気
と
日
々
の
活
力
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
の
８
月
18

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
第
37

回
日
本
思
春
期
学
会
総
会
・

学
術
集
会
」
で
新
米
思
春
期

保
健
相
談
士
Ⓡ
の
私
た
ち
は

再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ち
ゃ
ん
と
顔
を
覚
え
て

い
る
か
不
安
で
し
た
が
、
自

然
と
目
が
合
い
、
笑
い
合

い
、
手
と
手
を
取
り
合
っ
て

再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

お
昼
休
み
に
は
い
つ
の
ま
に

か
同
期
が
輪
と
な
り
、
近
況

報
告
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

仕
事
や
家
庭
、
育
児
の
話
な

ど
以
前
は
聞
け
な
か
っ
た
話

題
も
広
が
り
、
つ
な
が
り
や

絆
が
よ
り
深
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　
学
術
集
会
で
は
「
思
春
期

保
健
相
談
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
貴
重
な
時
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

た
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
の

先
輩
た
ち
か
ら
経
験
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
は
、

「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
ね
」
と
温
か
い
言

主　　催：JFPA若者委員会（U-COM）
日　　時：2018年12月23日㈰～24日㈪（23日は宿泊）
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デザイナー：磯和桃子さん

【大賞作品について】

•
啓
発
資
材
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ

ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
ま
で

１※
「
薬
剤
耐
性
」
は
英
語

でA
n
tim

icrobial 
Resistance

と
い
い
、
Ａ

Ｍ
Ｒ
と
略
さ
れ
ま
す

２※ 

英
国
「
抗
菌
薬
耐
性
に

つ
い
て
の
検
証
」
委
員
会

（
２
０
１
４
年
12
月
）よ
り

葉
も
頂
き
ま
し
た
。

同
じ
志
を
持
つ
同
士
で

明
か
り
を
と
も
し
た
い

　
私
は
、
思
春
期
保
健
相
談

士
Ⓡ
の
資
格
を
ど
う
生
か
せ

る
の
か
不
安
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
日
本
思
春
期
学
会
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
の
同

期
や
先
輩
方
の
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
励
ま
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
「
同
じ
志
を
持
つ
同

士
」
。
年
齢
も
職
種
も
住
ん

で
い
る
地
域
も
違
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
枠
を
飛
び
越
え
て
、

志
一
つ
で
つ
な
が
れ
た
ご
縁

で
す
。
一
人
一
人
が
と
も
す

明
か
り
は
小
さ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
国
に
９
千
人

近
く
い
る
思
春
期
保
健
相
談

士
Ⓡ
が
み
ん
な
で
明
か
り
を

と
も
し
た
ら
、
大
人
へ
の
道

の
り
を
歩
む
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
の
足
元
は
明
る
く
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
明
か
り
を
と
も
せ

る
よ
う
に
ま
た
頑
張
ろ
う
と

心
に
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
出
会
い
の
機
会
を
下
さ

っ
た
日
本
家
族
計
画
協
会
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ

Ｒ
）
１※
」
と
は
、
抗
菌
薬

（
抗
生
物
質
）の
不
適
切
な

使
用
が
一
因
と
な
り
、
感

染
症
を
引
き
起
こ
す
病
原

体
（
細
菌
）
が
耐
性
を
持

ち
、
抗
菌
薬
が
効
き
に
く

く
な
る
、
効
か
な
く
な
る

こ
と
で
す
。

　
す
で
に
世
界
で
は
薬
剤

耐
性
に
よ
っ
て
年
間
70
万

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
対
策
を
と
ら
な

け
れ
ば
２
０
５
０
年
に
は

年
間
１
千
万
人
が
死
亡
す

る
と
予
測
さ
れ
２※
、
現
在

死
因
第
１
位
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
数
を
上
回
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
15
年
、
世
界
保
健
機
関

た
後
は
他
の
チ
ー
ム
か
ら
の

拍
手
を
十
分
に
も
ら
う
こ
と

が
で
き
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
た

ち
は
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な
れ

ま
し
た
。

日
々
の
活
動
を
報
告
し
合

う
ほ
ど
に

　
「
こ
の
関
係
を
こ
こ
で
終

わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
！
」
。
そ
ん
な
気
持
ち
に

な
り
、
私
た
ち
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
を
作
成
。
グ
ル
ー

プ
実
習
で
親
し
く
な
っ
た
20

人
以
上
が
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
日
々
の
活
動
を
現
在
も
報

告
し
合
っ
て
い
ま
す
。
す
で

に
、
思
春
期
保
健
の
現
場
で

療
従
事
者
や
自
治
体
関
係

者
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
習

機
会
の
提
供
を
し
ま
す
。

今
回
の
「
薬
剤
耐
性
（
Ａ

Ｍ
Ｒ
）
対
策
推
進
月
間
」

に
は
医
師
向
け
の
セ
ミ
ナ

ー
や
、
学
校
で
の
出
張
授

業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

毎年行われるフォーラムでは、望まない妊娠やＬＧＢ
Ｔ、児童虐待、若者の自殺など、テーマ別にグループ
で話し合い、政策提言を作って発表します

申し込み方法
　本会ＨＰにある申込書にご記入の上（指
導者名を必ずご記入ください）、ファクスに
てお申し込みください。配布は無料です。

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
「
薬
剤
耐

性
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を

採
択
。
日
本
に
お
い
て
も

「
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

１
６
-
２
０
２
０
」
を
取
り

ま
と
め
、
薬
剤
耐
性
の
減
率

指
標
や
抗
菌
薬
の
使
用
量
低

減
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
11
月
を
「
薬
剤
耐

性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
対
策
推
進
月

間
」
と
し
ま
し
た
。
薬
剤
耐

性
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

公
的
機
関
は
も
と
よ
り
民
間

団
体
も
一
体
と
な
り
、
国
民

一
人
一
人
の
薬
剤
耐
性
へ
の

認
知
と
理
解
を
促
し
、
こ
の

問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

受
け
止
め
、
実
際
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
推
し
進
め
て
い

ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
労
省
委

託
事
業
と
し
て
「
薬
剤
耐
性

（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
に
17
年

４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
薬
剤
耐
性
の
現
状
を

把
握
し
、
今
後
の
対
策
に
生

か
す
た
め
、
全
国
の
医
療
施

設
に
お
け
る
抗
菌
薬
使
用
量

や
院
内
感
染
関
連
の
調
査
監

視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
し
、

情
報
発
信
サ
イ
ト
に
公
開
す

る
ほ
か
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配

布
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、医

８月の日本思春期学会総会・学術集会で再会を
果たした、志を共にした同期のメンバー

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
つ
な
が
る
同
志
の
絆

11
月
は「
薬
剤
耐
性（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）対
策
推
進
月
間
」

若者たち!! 社会に向けて発信しよう!
第３回  ジャパン・ユース・フォーラム

Ｕ‒ＣＯＭコンドーム新パッケージ完成! 〜
世
界
で
は
薬
剤
耐
性
が
原
因
で
年
間
₇₀
万
人
が
死
亡
〜

※ 会場までの往復交通費等
は自己負担になります

定員30人
参加無料※

参加者募集中!

思春期保健相談士®
ネットワーク

http://www.jfpa.or.jp/puberty/consultant/
http://www.jfpa.or.jp/topics/2018/000866.html
http://www.jfpa.or.jp/topics/2018/000866.html
http://www.jfpa.or.jp/topics/2018/000830.html
http://www.jfpa.or.jp/topics/2018/000830.html
http://www.jfpa.or.jp/topics/2018/000830.html
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自
分
を
好
き
に
な
ろ
う
！吉

野
　
一
枝

44

よ
し
の
女
性
診
療
所（
東
京
都
中
野
区
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

　
い
つ
か
ら
性
教
育
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
は
っ

き
り
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。
少
な
く
と
も
２
０
０
３

年
に
自
身
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
業
し
て
か
ら
、
と
い
う
の

は
間
違
い
な
い
は
ず
で
す
。

地
域
の
保
健
所
に
頼
ま
れ

て
、
一
般
向
け
の
「
女
性
の

健
康
」
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
小
・
中
・
高
校
・
大
学

と
、
学
校
に
出
向
い
て
話
を

す
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
私
の
開
業
し
た
地
域
に
は

三
つ
の
大
学
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
１
校
か
ら
「
学
生
の

相
談
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と

頼
ま
れ
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
毎
月
１
回
個
別
相
談
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
７
年
が
た

ち
ま
す
。春
の
健
康
診
断
時
、

月
経
痛
・
月
経
不
順
・
月
経
前

症
候
群
な
ど
の
月
経
ト
ラ
ブ

ル
を
保
健
師
が
拾
い
上
げ
、

個
別
相
談
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
が
で
き
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
「
そ
れ
は
婦
人
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
な

る
の
で
す
が
、
い
か
に
婦
人

科
受
診
の
敷
居
が
高
い
か
。

自
分
の
身
体
に
対
す
る
知
識

が
な
く
、
専
門
家
で
は
な
い

母
親
や
友
人
の
ア
ド
バ
イ
ス

第
４
９
１
回

【
テ
ー
マ
】
「
理
学
療
法
か

ら
み
る
子
ど
も
の
発
達
」

【
講
師
】
横
山
美
佐
子
（
北

里
大
学
医
療
衛
生
学
部
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
理
学

療
法
学
専
攻
講
師
）

【
内
容
】
理
学
療
法
か
ら
み

た
子
ど
も
（
乳
幼
児
）
の
発

達
に
つ
い
て
／
発
達
の
遅
れ

等
を
持
つ
乳
幼
児
へ
の
支
援

に
つ
い
て
／
症
例
の
紹
介
／

具
体
的
な
関
わ
り
方
や
保
護

者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス 

な
ど

【
日
時
】
12
月
11
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

12
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
４
年
前
か
ら
東
京
都
産
婦

人
科
医
会
の
学
校
保
健
担
当

理
事
に
な
り
、
教
育
庁
と
共

同
し
て
、
都
立
高
校
へ
産
婦

人
科
医
を
派
遣
し
性
教
育
を

行
う
、
と
い
う
事
業
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
参
加

校
が
増
え
、
今
年
は
35
校
に

な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
前
の

時
期
が
多
い
の
で
す
が
、
外

部
講
師
と
し
て
講
話
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
参
加
校
が
増
え
て
き
た
の

で
、
派
遣
す
る
医
師
の
た
め

の
講
習
会
も
一
昨
年
か
ら
始

め
ま
し
た
。
東
京
は
人
口
が

多
く
、
都
立
高
校
だ
け
で
も

２
５
０
校
以
上
あ
り
ま
す
。

全
て
の
高
校
に
行
き
渡
る
よ

う
に
と
い
う
の
が
理
想
で

第
８
話

避
妊
薬
と
し
て
勧
め
る
べ

き
で
は
な
い
―
日
本
家
族

計
画
普
及
会（
本
会
の
前
身
）

　
１
９
６
１
年
３
月
16
日
。

ピ
ル
開
発
の
父
と
呼
ば
れ
る

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ピ
ン
カ
ス
が

来
日
。
毎
日
新
聞
社
人
口
問

題
調
査
会
と
日
本
家
族
計
画

連
盟
の
主
催
で
講
演
会
が
開

催
さ
れ
た
。
家
族
計
画
関
係

者
約
60
名
が
参
加
し
た
こ
の

講
演
会
で
、
ピ
ン
カ
ス
は
ピ

1993年、帝京大学医学部卒。95年、東京大
学医学部附属病院産婦人科学教室に入局。東
京警察病院にて麻酔科研修の後、2001年臨
床心理士資格取得。03
年、よしの女性診療所を
開院。日本産婦人科学会
認定医。NPO法人女性
医療ネットワーク副理事
長、「性と健康を考える
女性専門家の会」運営委
員など活躍中。

吉野　一枝

に
従
っ
て
、
時
に
は
病
気
を

進
行
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
を
残
念
に
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
話
を
し
て
い

て
、
ど
う
し
て
自
分
の
身
体

に
も
っ
と
向
き
合
わ
な
い
の

か
、
情
報
を
得
よ
う
と
努
力

し
な
い
の
か
、
と
不
思
議
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

時
ふ
と
学
生
が
言
っ
た
言
葉

に
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
「
私

な
ん
て
（
ど
う
せ
）
」
。
そ

う
か
、
自
己
評
価
が
低
い
か

ら
自
分
の
健
康
に
投
資
し
よ

う
と
し
な
い
の
か
。
そ
う
い

え
ば
小
・
中
・
高
へ
講
演
に

行
っ
た
時
に
「
自
分
の
こ
と

が
好
き
な
人
は
？
」
と
問
い

掛
け
た
ら
、
ク
ラ
ス
の
中
で

手
を
挙
げ
る
の
は
１
人
か
２

人
で
し
た
。
人
は
ど
う
し
た

っ
て
自
分
で
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る

日
、
目
が
覚
め
た
ら
誰
か
と

入
れ
替
わ
っ
て
い
た
‼
な
ん

て
い
う
こ
と
は
、
ア
ニ
メ
の

　
今
は
、
生
き
に
く
さ
を
抱

え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
一
見

便
利
に
な
っ
た
世
の
中
で
、

人
と
触
れ
合
っ
て
自
分
の
こ

と
を
確
認
す
る
作
業
が
で
き

に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
家
庭
環
境
が
必
ず

し
も
恵
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
の
Ｄ
Ｖ
、
貧
困
の
問
題
は

全
て
子
ど
も
た
ち
へ
跳
ね
返

り
ま
す
。
自
己
肯
定
感
が
持

て
な
い
背
景
に
は
、
そ
う
い

っ
た
生
育
環
境
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
そ
れ
を
念
頭
に

置
い
て
話
を
し
な
い
と
、
二

次
被
害
を
与
え
て
し
ま
い
か

ね
ま
せ
ん
。

す
。

　
ま
た
、
今
年
は
東
京
都
医

師
会
か
ら
、
教
育
庁
と
組
ん

で
中
学
校
へ
の
性
教
育
を
行

っ
て
ほ
し
い
と
産
婦
人
科
医

会
へ
依
頼
が
来
て
い
て
、
こ

れ
か
ら
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
少
し
ず
つ
で

す
が
、
広
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
伝
え
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今月の人

い
た
。
以
下
、
関
係
者
に
よ

る
後
日
談
で
あ
る
（
一
部
筆

者
が
加
筆
修
正
し
た
）
。

❶
飲
み
忘
れ
た
り
す
る
人
が

相
当
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
簡

単
な
よ
う
だ
が
、
20
日
間

（
当
時
）
毎
日
欠
か
さ
ず
規

則
正
し
く
服
用
す
る
こ
と
は

実
際
に
は
大
変
な
こ
と
だ
か

ら
だ
。
そ
し
て
、
飲
み
忘
れ

た
日
数
の
分
だ
け
後
で
一
度

に
飲
む
人
も
出
て
く
る
。
そ

れ
で
心
配
は
な
い
か
。

❷
何
日
か
飲
み
忘
れ
て
い
る

う
ち
に
妊
娠
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を

知
ら
ず
に
ま
た
飲
み
始
め
た

ら
ど
う
な
る
か
。
妊
娠
後
は

黄
体
ホ
ル
モ
ン
が
盛
ん
に
分

泌
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
上
、
こ
の
薬
を
飲
め
ば
、

黄
体
ホ
ル
モ
ン
過
剰
に
な
り

胎
児
に
悪
い
影
響
が
な
い
と

は
言
え
な
い
。
そ
し
て
こ
れ

を
実
験
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。

❸
乱
用
に
よ
っ
て
性
道
徳
が

乱
れ
る
心
配
が
あ
る
。
こ
の

間
の
体
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
か
心
配
だ
。

❺
こ
の
薬
は
素
晴
ら
し
い
発

見
で
、
人
類
の
受
胎
調
節
に

一
つ
の
革
命
を
も
た
ら
す
可

能
性
を
持
つ
も
の
だ
が
、
そ

れ
だ
け
に
こ
の
薬
を
受
胎
調

節
に
用
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
慎
重
な
態
度
で
臨
む

べ
き
だ
。
日
本
で
も
何
年
か

の
実
験
期
間
を
お
く
べ
き

で
、
家
族
計
画
の
指
導
者
と

し
て
は
目
下
の
と
こ
ろ
で
は

こ
の
薬
を
避
妊
薬
と
し
て
は

ま
だ
勧
め
る
べ
き
で
は
な

い
。

　
日
本
家
族
計
画
連
盟
の
古

屋
芳
雄
会
長
も
ピ
ル
の
承
認

に
釘
を
刺
し
た
。

　「
世
界
の
人
口
急
増
、と
く

に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
開
発

途
上
国
の
人
口
は
今
世
紀
末

に
は
確
実
に
２
倍
に
な
る
。

経
済
が
そ
れ
に
つ
い
て
い
な

い
。
ピ
ン
カ
ス
博
士
の
発
見

が
こ
の
問
題
の
解
決
に
一
役

買
う
こ
と
を
切
望
し
て
い
る

が
、
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
は
デ

リ
ケ
ー
ト
で
難
し
い
問
題
を

沢
山
含
ん
で
い
る
。
長
期
間

連
用
し
う
る
か
ど
う
か
疑
問

だ
。
日
本
で
政
府
が
許
可
す

る
に
は
十
分
な
検
証
研
究
が

必
要
だ
し
、
医
師
の
監
視
と

い
う
条
件
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
」（「
家
族
計
画
」
第
85

号（
61
年
４
月
20
日
号
））

ル
の
有
効

性
、
安
全
性

な
ど
に
つ
い

て
明
快
に
語

っ
た
と
い
う

が
、
「
割
り

切
れ
な
い
空

気
」
が
会
場

内
に
流
れ
て

問
題
に
つ
い

て
は
加
藤
シ

ヅ
エ
さ
ん
が

説
明
会
の
席

上
で
痛
烈
に

質
問
し
た

が
、
米
国
で

も
論
争
の
嵐

を
起
こ
し
て

い
る
と
英
文
タ
イ
ム
ズ
誌
が

報
じ
て
い
る
。

❹
長
期
連
用
の
副
作
用
は
ま

だ
不
明
。
ピ
ン
カ
ス
博
士
ら

の
報
告
は
、
米
国
の
他
の
研

究
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
そ
の

正
し
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
が
、
そ
れ
ら
の
報
告

は
ま
だ
５
年
間
く
ら
い
の
実

績
の
も
の
で
、
10
年
、
20
年

と
い
う
長
期
の
副
作
用
の
デ

ー
タ
は
ま
だ
な
い
。
か
な
り

強
い
効
力
を
持
つ
薬
だ
か

ら
、
長
い
間
の
服
用
中
に
人

世
界
の
話
で
す
。

　
自
分
を
見
つ
め
、
結
構
い

い
と
こ
ろ
も
あ
る
じ
ゃ
な

い
、
と
思
う
こ
と
。
そ
れ
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
身
体
や
ホ
ル
モ
ン

に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
生
か
せ
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
思
っ
て
か
ら
は
、

性
教
育
で
一
番
伝
え
た
い
こ

と
は
「
自
分
を
好
き
に
な
ろ

う
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
会
員
以
外
で
当
日
参
加
希

望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
専

用
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

　
学
校
へ
出
向
い
て
話
を
す

る
と
い
っ
て
も
、
た
か
だ
か

１
コ
マ
50
分
程
度
で
す
。
そ

の
制
限
時
間
の
中
で
、
あ
れ

も
こ
れ
も
伝
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
医
学
は
日
進
月
歩
で
す

か
ら
、
新
し
い
治
療
法
、
薬

も
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
全
て
話
す
こ
と
は
不

可
能
で
す
。

　
だ
と
し
た
ら
、
自
分
が
健

康
に
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権

利
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
そ

の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
情
報

を
取
れ
る
か
（
婦
人
科
受

診
、
有
用
な
サ
イ
ト
な
ど
）

を
具
体
的
に
教
え
る
こ
と
に

絞
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

し
た
。

吉野氏の性教育講演風景

私
と
性
教
育

何
を
伝
え
た
い
か

東
京
都
の
取
り
組
み

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4528
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html

